
闇旧
辛

二
〇
〇
五
年

一
月
よ
り

二
〇
〇
五
年
十
二
月
ま
で

班

研

究

中
国
美
術
の
囲
像
撃

班
長

曾
布
川

寛

古
代
､
中
世
の
美
術
に
お
い
て
表
現
さ
れ
た
も
の
は
全

て
象
徴
的
意
味
内
容
を
有
し
て
お
り
､
そ
れ
が
何
を
表
し

て
い
る
か
を
知
る
こ
と
な
し
に
作
品
の
理
解
は
あ
り
得

な
い
｡
作
品
の
背
景
に
は
神
話
俸
説
､
宗
教
的
義
軌
､
配

合
的
情
況
な
ど
が
あ
り
､
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
理
解
す
る

こ
と
が
要
求
さ
れ
る
｡
我
々
は
中
国
の
古
代
､
中
世
美
術

を
取
り
上
げ
る
に
嘗
た
り
､
囲
像
撃
の
見
地
か
ら
考
察
を

試
み
る
｡
主
た
る
封
象
は
考
古
学
的
出
土
文
物
と
､
石
窟

寺
院
な
ど
の
儒
教
美
術
で
あ
り
､
中
国
の
み
な
ら
ず
'
イ

ン
ド
､
朝
鮮
､
日
本
を
含
め
て
考
察
す
る
｡
班
員
に
よ
る

研
究
費
表
は
､
以
下
の
通
り
で
あ
る
〇

一
月
二
四
日

仙
人
と

｢現
人
神
｣
-
吉
備
塚
古
墳

出
土
三
愛
環
頭
太

刀
象
族
文
様
の

紹
介
を
兼
ね
て
ー

山
岸

公
基

1
月
三

l
日

二
月
二

一
日

王
玄
策
研
究

小
景
墓
小
考

(績
)

宇
佐
美
文
理

龍
門
大
奉
先
寺
の
番
堀
に
つ
い
て

エ
-
カ

･
フ
ォ
ル
テ

班
長

高
田

時
雄

王
玄
策
は
膚
の
太
宗
か
ら
高
宗
の
時
代
に
か
け
て
､
敷

皮
に
わ
た
り
正
使
あ
る
い
は
副
使
と
し
て
イ
ン
ド
に
赴

き
､
中
印
文
化
交
流
史
に
足
跡
を
残
し
た
｡
そ
の
著
と
さ

れ
る

『中
天
竺
闘
行
記
』
は
現
在
で
は
散
供
し
て
､
『法
苑

珠
林
』
『諸
経
要
集
』
『樺
迦
方
誌
』
な
ど
に
断
片
的
な
記

載
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
｡
本
研
究
班
で
は
'
王
玄
策

の
使
節
に
関
す
る
文
戯
資
料
を
集
成
し
'
謹
み
解
-
こ
と

に
よ
っ
て
､
昔
時
の
中
園
か
ら
イ
ン
ド
に
わ
た
る
地
域
の

歴
史

･
宗
教

･
言
語

･
文
化
な
ど
の
情
報
を
引
き
出
す

こ
と
を
目
的
と
す
る
｡
本
年
は
'
関
連
資
料
の
テ
キ
ス
ト

校
訂

･
謬
註
整
理
等
の
作
業
を
ほ
ぼ
終
え
､
報
告
書
の
作

成
を
開
始
､
二
〇
〇
六
年
中
の
刊
行
を
像
定
し
て
い
る
｡

な
お
､
二
月

一
四
日
に
は
､
『大
唐
天
竺
侵
出
銘
』
の
尊
兄

者
で
あ
る
四
川
大
学
置
親
教
授
に
､
尊
兄
昔
時
の
状
況
を

聞
-
と
と
も
に
､
｢近
年
の
西
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
考
古

尊
兄
｣
と
題
し
た
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
｡

中
国
文
明
の
形
成

班
長

小
南

一
郎

研
究
班
は
､
橡
定
の
五
年
の
期
間
を
終
え
る
こ
と
に

な
っ
た
が
､
王
国
維

｢観
望
集
林
｣
の
謹
書
を
最
後
ま
で

継
績
し
た
〇
五
年
間
の
期
間
中
に
讃
め
た
の
は
､
蛮
林

l

か
ら
聾
林
五
の

｢爾
雅
草
木
魚
鳥
獣
名
樺
例
｣
ま
で
で
あ

る
｡
｢観
望
集
林
｣
に
は
､
讃
め
な
か
っ
た
部
分
に
も
重
要

な
論
考
が
収
め
ら
れ
て
い
る
｡
し
か
し
'
研
究
合
で
謹
ん

だ
部
分
か
ら
も
'
王
国
椎
の
､
中
国
の
古
典
的
な
文
献
資

料
と
新
し
い
出
土
資
料
と
を
組
み
合
わ
せ
て
論
護
す
る
､

中
国
古
代
文
化
復
元
の
方
法
の
お
お
よ
そ
は
把
握
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
｡
王
国
椎
の
方
法
に
封
す
る
理

解
を
基
礎
に
し
て
､
最
近
､
次
々
と
紹
介
さ
れ
る
新
し
い

資
料
と
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
､
我
々
自
身
の
方
法
論
を

築
い
て
ゆ
-
の
が
､
今
後
の
課
題
で
あ
る
｡

期
間
中
に
行
な
わ
れ
た
研
究
班
員
た
ち
の
研
究
報
告

を
も
と
に
し
､

一
三
篇
の
論
文
を
収
め
た
報
告
書
､
『中

国
文
明
の
形
成
』
が
､
三
月
に
出
版
さ
れ
た
｡

中
国
の
生
活
空
間
と
造
形

班
長

田
中

淡

中
国
の
俸
続
的
な
生
活
空
閲
と
そ
れ
に
直
裁
的
に
関

わ
る
造
形
を
封
象
と
し
た
二
年
間
の
試
験
的
研
究
を
結

束
し
た
｡
標
記
の
期
間
に
行
わ
れ
た
研
究
費
表

･
合
讃
等

は
左
記
の
通
り
｡

二
月

八
日

二
月
二
二
日

三
月
二
二
日

三
月
二
九
日

三
敬
交
渉
の
研
究

『通
雅
』
巻
三
八

宮
室

雛

･
和

高
井
た
か
ね

『通
雅
』
巻
三
八

宮
室

離

･
和

高
井
た
か
ね

贋
東
省
筆
慶
市
東
膏
墓
出
土
水
田

耕
作
模
型
考

-

嶺
南
地
方
に
お
け

る
翠
の
導
入
時
期
の
再
考
察
渡
部

武A

B
r
ie
f

H
ist
o

r
y

o
f

D
o
u

g
h

K
n
e
a
d
in
g

in
C
h
in
a
:
a

C
iv

iliI

z
a
t
io
n

o
f

M
a
n

u
a
l

S
k
it
t

a

nd

V

ir
t
u
o
s
ity

中

国

麺

食

文

化

史

F
ra
n
G
O
ise
S
a
b
ba
n

班

長

変

谷

邦
夫

本
研
究
班
は
､
中
国
中
世
に
お
け
る
儒
悌
道
三
散
開
の

か
か
は
り
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
研
究
す
る
こ
と
を
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目
的
に
､
二

〇
〇
〇
年
度
か
ら
五
年
間
の
濠
定
で
組
織
さ

れ
､
昨
年
度

末
を
も
っ
て
終
了
し
た
｡
そ
の
研
究
成
果

は
､
『
三
教
交
渉
論
叢
』
(人
文
科
学
研
究
所
､
二
〇
〇
五

年
三
月
刊
)
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
｡

三
園
時
代
の
出
土
文
字
資
料

班
長

井
波

陵

一
･
富
谷

至

本
研
究
班
は
､
首
初
の
目
的
で
あ

っ
た
本
研
究
所
所
蔵

の
貌
育
時
代
文
字
拓
本
の
合
譲
を
終
え
､
そ
の
成
果
を

『貌
青
石
刻
資
料
選
注
』
と
し
て
公
表
し
た
｡
『漢
代
石
刻

資
料
集
成
』
に
く
ら
べ
､
舎
諌
し
た
石
刻
の
数
は
少
な
い

が
､

『漢
代
石
刻
資
料
集
成
』

に
は
み
ら
れ
な
か

っ
た
語

嚢
が
多
-
､
そ
の
索
引
は
早
速
､
新
研
究
班
で
あ
る

｢北

朝
石
刻
資
料
の
研
究
班
｣
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
る
｡

ま
た
､
拓
本
合
講
と
退
行
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
張
家
山

渓
簡

･
二
年
律
令
の
詩
法
作
成
も
終
了
し
､
そ
の
成
果
を

東
方
撃
報
に
公
表
し
た
｡
ま
た
来
年
度
に
は
､
評
注
を
ま

と
め
直
し
､
二
年
律
令
に
関
す
る
論
文
集
と
あ
わ
せ
て
公

刊
す
る
濠
定
で
あ
る
｡

な
お
､
嘗
研
究
班
で
合
議
し
て
い
る
拓
本
は
､
本
研
究

所
付
属
､
漢
字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
H
P
に
お
い
て
公
開

さ
れ
て
い
る
｡

*
石
刻
拓
本
資
料

h
ttp
‥
＼
＼
k
a
n
ji.z
iロ

bun.ky
oto-u.acJ
p
＼
d
b-m
a･

chine
J
im

g
s
r
v
J
t
a
k

uho
n
J

二
〇
世紀
中
国
の
杜
禽
シ
ス
テ
ム

班
長

森

時
彦

本
研
究
班
は
､
清
末
か
ら
現
在
に
い
た
る

l
〇
〇
年
間

に
お
け
る
中
国
の
社
台
シ
ス
テ
ム
の
変
動
を

多
様
な
側

面
か
ら
練
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
､
二
〇

〇
三
年
四
月
か
ら
五
年
計
量
で
ス
タ
ー
ト
し
た
｡
折
り

返

し
鮎
と
な
る
本
年
は
､
政
治
､
財
政
'
法
律
､
経
済
､
産

業
､
情
報
､
風
俗
な
ど
多
面
的
な
分
野
で
､
若
手
を
中
心

と
す
る
意
欲
的
な
報
告
が
際
だ

っ
た

l
年
で
あ

っ
た
｡

本
年
の
報
告
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
｡

一
月
二
八
日

二
月

一
八
日

四
月
二
二
日

五
月

六
日

五
月
二

〇
日

六
月

三
日

六
月

一
七
日

九
月
三

〇
日

一
〇
月

一
四
日

｢閥
民
業
民
主
液
｣
の
組
織
化
と
政

治
主
張

-

三
民
主
義
同
志
聯
合
食

を
中
心
に

竹
内

理
樺

差
要
の
シ
ス
テ
ム
と

｢洋
務
人
材
｣

の
登
用

糸
山

大
樹

匝
域
政
治
文
化
背
景
下
的
隣
西
近

代
革
命
運
動

-

以
隣
西
靖
国
軍
薦

中
心

王

建
軍

一
九
二

〇
年
代
の
求
婚
虞
告
高
嶋

航

清
末
の

｢穫
｣
と

｢法
｣
を
め
ぐ
る

論
争
-

『大
清
刑
律
』
編
纂
問
題
を

中
心
に

田
遺

草
秀

憲
政
開
始
期

に
お
け
る
胡
適

の
政

界
参
加
問
題

緒
形

康

戦
前

･
戦
時
期
中
国
電
力
産
業
と

日
本
人
技
術
者

金
丸

裕

一

｢漏
洲
園
｣
に
お
け
る

｢民
族
協
和
｣

論
の
成
立
と
展
開

-

満
洲
侵
略
と

連
帯
の
論
理

菊
地

隆
之

一
九
世
紀

ア
ジ
ア
諸
言
語
の
ロ
ー

マ
字
化
-

イ
ン
ド
か
ら
中
園

へ

滞

豊
彦

一
九
三

〇
年
代
中
園
紡
績
業

の
動

向

森

時
彦

1
0
月
二
八
日

清
末
北
流
黄
河
の
政
策
史
的
考
察

丁
賓
櫨
か
ら
周
葱
ま
で
細
見

和
弘

1
1
月

一
八
日

晩
清
的
閲
報
輿
講
報

桑

兵

青
島
の
植
民
化
と
情
報

(そ
の
時
代

相
)

森

紀
子

一
二
月

二
日

一
九
三

〇
年
代

の
中
国
土
地
調
査

事
業
に

つ
い
て
ー

現
存
す
る
虞
東

省

の
土
地
調
査
筋
の
性
格
と
作
成

経
緯

片
山

剛

漢
字
情
報
撃
の
構
築

班
長

安
岡

孝

一

本
研
究
班
の
主
眼
は
､
漢
字
テ
キ
ス
ト
を
コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
と
い
う

マ
ナ
イ
タ
の
上
に
載
せ
て
､
何
と
か
テ
キ
ス
-

虞
理
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
､
と
い
う
も
の
で
あ
る
｡
研

究
の
封
象
と
し
て
は
､
文
字

コ
ー
ド
､
組
版
､
フ
ォ
ン
ト
､

o
c
R
､
W
W
W
､
形
態
素
解
析
､
な
ど
多
-
の
要
素
技

術
が
考

え
ら
れ
る
が
'
本
年

は
､
漢
文
組
版
､
拓
本

o
c
R
に
お
け
る
文
字
座
標
抽
出
､
ス
ケ
ル
ト
ン
フ
ォ
ン

ト
技
術
に
関
し
て
議
論
を
お
こ
な

っ
た
｡
な
お
､
本
研
究

班
で
は
､
参
加
者
全
員
が
文
献
や
書
籍
を
見
な
が
ら
論
じ

合
う
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
取

っ
て
い
る
た
め
､
特
定
の
聾

表
者
等
は
記
さ
な
い
こ
と
に
す
る
｡

一
月

l
八
日

漢
文
教
授

二
閥
ス
ル
調
査
報
告

儒
教
漢
文
の
謹
み
方

｢論
語
｣
の
各
刷
に
お
け
る

｢
レ
鮎
｣

の
位
置

｢漢
文
入
門
｣
(
一
九
五
七
)
に
お
け

る

｢
レ
鮎
｣
の
位
置

｢漢
文
の
語
法
｣
(
一
九
八

〇
)
に
お
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け
る

｢
レ
鮎
｣
の
位
置

東
書
文
庫

二
月

1
日

漢
籍
国
字
解
全
書

(早
相
田
大
学
)

漢
文
大
系

(冨
山
房
)

孟
子
講
義

(益
友
敢
)

新
詳
漢
文
叢
書

(至
誠
堂
)

校
訂
漢
文
叢
書

(博
文
館
)

詳
解
漢
和
大
尉
典

(冨
山
房
)

園
謬
漢
文
大
成

(国
民
文
庫
刊
行

舎
)

日

本

名
家
四
書
註
樺
全
書

(東
洋
囲

書
刊
行
合
)

孟
子
解
説

(立
命
館
)

孟
子
集
註

(明
治
書
院
)

新
揮
漢
文
大
系

(明
治
書
院
)

漢
文
訓
譲
の
基
礎

(明
治
書
院
)

漢
文
入
門

(和
泉
書
院
)

漢
文
教
育
の
理
論
と
実
践

『漢
文
エ
デ
ィ
タ
』

二
月

一
五
日

特
集

漢
文
訓
譲
の
語
法

『月
刊
文

法
』
(昭
和
四
四
年

l
〇
月
鱗
)

特
集

漢
文
訓
講
の
問
題
鮎

『月
刊

文
法
』
(昭
和
四
六
年

1
月
競
)

漢
文
エ
デ
ィ
タ

(二
〇
〇
五
年
二
月

一
四
日
の
｢中
文
電
脳
か
わ
ら
版
｣)

電
気
漢
文
箱

数
研
プ
-
ン
-
工
房
国
語
編

四
月

一
九
日

｢文
書
量
像
虞
理
の
現
状
と
動
向
｣

｢汎
用
的
な
文
書
量
像
の
階
層
的
領

域
分
割
と
識
別
法
｣

｢文
字
行
の
局
所
的
な
直
線
性
を
利

用
し
た
頑
健

･
高
速
な
文
字
行
抽

出
法
｣

五
月

1
七
日

p
ro
ject-
0
2

IC
D
A
R
2
0
05

1
C

D
A
R
N
O
O
u

六
月

七
日

"H
a
n
d
w
ritte
n

Ja
p
a
n
ese
A
d
･

d
ress
R
eco
g
n
itio
n
T
ecF
n
iq
u
e

B
a
sed
o
n
tm
p
ro
v
ed
P
h
a
sed

S
ea
rch
o
f
C
a
n
d
id
a
te
R
ec
ta
n
･

gle
L
a
ttic
e"

｢
ス
ト
ロ
ー
ク
情
報
に
基
づ
-
手
書

き
郵
便
宛
名
の
切
出
し
に
関
す
る

一
手
法
｣

六
月
二

一
日

七
月

五
日

｢江
戸
期
版
本
蓋
像
か
ら
の
文
字
切

り
出
し
の
試
み
｣

｢判
別
お
よ
び
最
小
二
乗
規
準
に
基

づ
-
自
動
し
き
い
値
選
定
法
｣

拓
本
葦
像
か
ら
の
文
字
切
り
出
し

"N
ew

M
eth
o
d
s
o
f
P
itch
E
x
･

tra
c
tio
n
"

九
月
二
〇
日

A
d
o
b

eIJa
P
a
n
l
1
6
と
U
n
ico
d
e

A
d
o
be⊥
a
p
a
n
-
の
漢
字

(部
首

室
数

順

)

人
名
用
漢
字
官
報

1
0
月

1
八
日

O
p
en
T
y
p
e
フ
ォ
ン
ト
エ
デ
ィ
タ

○
づ
E
di
t

F
o
n
tF
o
rg
e

F
o
n
tF
orge
レ
シ
ピ
集

K
A

G
E
＼g-y
p
h
E
d
ito
r

M
a
c
r?

m
ed
ia
F
la
sh
版

二

月

一
日

O

penTy
pe
フ
ォ
ン
ト
の
仕
組
み

O
p
enT
y

p
e
S
p
ecificatio
n
v
.1.

4
T

h

e
C
o
m
p
a
ct
F
o
n
t
F
orm
at

S
p
ecific
a
tio
n

T

h
e

T
y
p
e

2

C
h

a
rstrin
g

F
o
rm
a
t

s
V
G
フ
ォ
ン
ト

1
二
月

六
日

JIS
Z
8903
機
械
彫
刻
用
標
準
蓄
膿

(
常
用
漢
字
)

｢
ス
ト
ロ
ー
ク
種
別
に
基
づ
く
文
字

形
状
生
成
方
式
｣

｢骨
格
ベ
ク
ト
ル
方
式
に
よ
る
漢
字

パ
タ
ー
ン
の
生
成
｣

｢骨
格
ベ
ク
ト
ル
方
式
に
よ
る
漢
字

フ
ォ
ン
ト
の
形
状
特
性
｣

｢漢
字
ス
ケ
ル
ト
ン
フ
ォ
ン
ト
の
生

成
支
援
シ
ス
テ
ム
｣

｢
プ
ロ
グ
ラ
ム
肉
付
け
に
よ
る
複
数

漢
字
書
髄
間
の
ス
ケ
ル
ト
ン
デ
ー

タ
の
共
有
｣

｢部
品
合
成
に
よ
る
漢
字
ス
ケ
ル
ト

ン
フ
ォ
ン
ト
の
作
成
｣

｢
プ
レ
ビ
ユ
I
用
フ
ォ
ン
ト
作
成
の

試
み
｣

ス
ー
ロ
ー
ク
フ
ォ
ン
ト

(D
y
n
a･
291



東 方 撃 報

C
o
m
w
a
re)

L
C
フ
ォ
ン
ト
と
そ
の
周
遥

カ
ラ
ー
封

鷹
液

晶

フ
ォ

ン
-

L
C
F
O
N

｣

.C

C
L
W

F
K

の改良

ビッ
ト
マ
ッ
プ
フ
ォ
ン
ト
か
ら
の

自
動
虞
理

中
国
古
代
の
基
礎
史
料

班
長

漆
原

達
郎

二
〇
〇
五
年
か
ら
ほ
､
思
い
き
っ
て
戦
国
時
代
の
楚
園

の
竹
筒
す
な
わ
ち
楚
筒
を
謹
む
こ
と
に
し
た
｡
と
に
か
-

楚
闇
の
文
字
に
慣
れ
て
､
あ
る
程
度
は
謹
め
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
め
ざ
す
｡

小
手
調
べ
と
し
て
､
1
月
二

一
日
か
ら
二
月
二
五
日
に

か
け
て
､
信
陽
長
墓
関

l
競
墓
出
土
の
竹
書
を
､
李
零

｢長
墓
閲
楚
簡

《申
徒
秋
》
研
究
｣
を
手
が
か
り
に
蔑
み
､

そ
の
講
書
記
録
は

『
日
古
』
第
四
競

(四
月
二
二
日
)
に

公
表
し
た
｡

四
月
か
ら
は
､
い
よ
い
よ
郭
店
楚
蘭
に
挑
戦
｡
や
は
り

李
零

『郭
店
楚
簡
校
讃
記
』
を
教
材
と
し
な
が
ら
､
夏
休

み
を
は
さ
ん
で
一
二
月
ま
で
に
､
老
子
甲
乙
丙
本

(四
月

二
二
日
～
六
月
三
日
)､
太

1
生
水

(六
月

l
〇
日
)､
語

叢
四

(六
月

一
七
日
～
六
月
二
四
日
)､
緒
衣

(六
月
二
四

日
～
九
月

一
六
日
)､
五
行

(九
月
三
〇
日
～

一
〇
月
二

l
日
)､
魯
穆
公
問
子
思

二

〇
月
二
八
日
)
､
窮
達
以
時

(
l
〇
月
二
八
日
～

1
1
月
二
五
日
)､
唐
虞
之
道

(
l
二

月
二
日
～

一
二
月
九
日
)､
忠
信
之
道

(
一
二
月

一
六
日
)

と
謹
み
進
ん
で
き
た
｡
最
初
は
手
探
り
の
状
態
で
あ
っ
た

が
､
徐
徐
に
勘
所
も
の
み
こ
め
て
き
た
の
で
'
こ
の
あ
た

り
で
講
書
記
録
を
ま
と
め
よ
う
と
､
『
日
吉
』
第
五
坂
の

準
備
に
か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

楚
簡
研
究
の
進
展
は
め
ざ
ま
し
-
'
研
究
の
中
心
は
郭

店
楚
闇
か
ら
上
海
博
物
館
戒
楚
筒
に
移
っ
て
い
る
｡
わ
れ

わ
れ
は
周
回
遅
れ
で
は
あ
る
が
､
無
理
に
追
い
つ
こ
う
と

せ
ず
､
し
っ
か
り
と
前
を
見
て
走
っ
て
い
-
つ
も
り
で
あ

る
｡
陰
陽
五
行
の
サ
イ
エ
ン
ス

班
長

武
田

時
昌

陰
陽
五
行
説
は
､
物
類
や
自
然
現
象
の
法
則
性
や
相
互

関
係
を
説
明
す
る
原
理
と
し
て
大
い
に
用
い
ら
れ
た
学

説
で
あ
り
､
中
国
の
諸
分
野
に
お
い
て
海
自
の
理
論
構
造

を
生
み
出
す
パ
ラ
ダ
イ
ム
的
な
役
割
を
果
た
し
た
｡
こ
れ

ま
で
の
研
究
に
お
い
て
は
､
陰
陽
五
行
説
の
成
立
過
程
や

配
富
説
､
そ
れ
を
援
用
し
た
漢
代
の
政
治
思
想
等
に
詳
し

い
考
察
が
試
み
ら
れ
て
き
た
｡
し
か
し
な
が
ら
､
三
園
時

代
以
降
の
史
的
展
開
や
理
論
構
造
の
特
質
つ
い
て
は
､
十

分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
｡
そ
こ
で
､
自
然
学
に
限
ら
ず
思
想
､
宗
教
か
ら

文
学
､
諸
技
聾
に
至
る
多
彩
な
分
野
に
お
い
て
､
天
人
感

鷹
､
物
類
相
感
等
を
含
め
た
陰
陽
五
行
の
説
明
原
理
が
､

蜜
際
に
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
分
析
し
､

包
括
的
､
複
眼
的
な
見
地
か
ら
そ
の
構
造
と
特
色
あ
る
い

は
限
界
性
を
考
究
し
た
い
と
考
え
て
い
る
｡

二
〇
〇
五
年
は
､
『五
行
大
義
』
巻
二
､
『馨
心
方
』
巻

一
を
禽
讃
し
'
班
員
及
び
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
招
い
て

研
究
費
表
を
行
っ
た
｡
詳
し
い
内
容
は
左
記
の
通
り
で
あ

る
｡
な
お
'
南
京
中
音
薬
大
学
教
授
の
沈
農
封
氏
の
講
演

の
折
に
は
､
同
じ
-
茨
城
大
学
の
展
柳
誠
氏
の
も
と
に
乗

ら
れ
て
い
た
桂
馬
氏

(長
春
中
腎
学
院
助
教
授
)､
梁
永

宣
氏

(北
京
中
腎
薬
大
草
助
教
授
)
等
も
参
加
し
て
も

ら
っ
て
､
『撃
心
方
』
や
中
宮
撃
の
最
近
の
動
向
に
関
す

る
討
論
合
を
行
っ
た
｡

ま
た
､
そ
れ
以
外
の
班
活
動
と
し
て
､
秋
以
降
は

『馨

心
方
』
に
引
用
さ
れ
た

『太
素
』
の
侠
文
を
整
理
す
る

ワ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
､
五
月
二
八
日
'

一
〇
月
二
九
日

に
杏
雨
吉
尾
で
行
わ
れ
た
東
ア
ジ
ア
雷
撃
史
関
係
の
講

演
合
に
参
加
し
､
終
了
後
班
員
に
よ
る
合
合
を
持
っ
た
｡

1
月
二
二
日

『五
行
大
義
』
巻

1
､
妨
魔
性

伊
藤

園

二
月

五
日

見
学
合

森
ノ
宮
醤
療
学
院
錨
灸

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
訪
問
韓
国
報
告
東
郷

俊
宏

292

二
月

7
九
日

四
月
二
三
日

五
月

1
四
日

六
月

四
日

六
月
二
五
日

七
月

一
六
日

九
月

7
七
日

一
〇
月
二
二
日

『五
行
大
義
』
竜

一
､
雛
魔
性

石

立
善

疑
経
の
五
行
説

池
午

紀
子

煉
丹
術
の
陰
陽
五
行
説

-

『悟
虞

篇
』
を
謹
む

加
藤

千
恵

『五
行
大
儀
』
巻

l
'
塀
牒
性

石

立
善

『馨
心
方
』
巻

1
'
治
病
大
鰻
第
l

武
田

時
昌

『五
行
大
儀
』
巻
二
､
論
相
生

東
川

群
丈

中
馨
古
籍
俗
字
分
化
琴
隅沈

樹
農

『五
行
大
義
』
巻
二
､
論
相
生

東
川

群
丈

『五
行
大
義
』
巻
二
､
論
生
死
所



武
田

時
昌

一
1
月

一
二
日

『五
行
大
義
』
巻
二
､
論
四
時
休
王

加
藤

千
恵

二

月
二
七
日

『嘗
心
方
』
奄

l
所
引

『太
秦
』
侠
文

闇

淑
珍

1
二
月

l
〇
日

『
五
行
大
義
』
巻
二
､
論
四
時
休
王

加
藤

千
恵

マ
ー
ク
ア
ッ
プ

ー
理
論
と
賓
践

班
長

C
.
W
itte
rn

マ
ー
ク
ア
ッ
プ
と
い
う
行
篤
は
テ
キ
ス
ト
に
含

ま
れ

た
､
文
字
で
表
現
さ
れ
て
い
な
い
側
面
を
明
確
し
て
､
し

か
る
べ
-
記
既
の
記
入
で
､
様
々
な
分
析
､
解
講
と
虞
理

の
封
象
に
す
る
こ
と
で
あ
る
｡
こ
の
研
究
班
の
初
年
度
で

は
テ
キ
ス
ト
の
理
論
の
検
討
を
出
費
鮎
と
し
て
､
そ
の
議

論
を
経
て
､
後
半
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
､
正
倉
院
文

書
､
『資
治
通
鑑
』
な
ど
の
具
健
的
な
例
を
見
な
が
ら
そ

の
テ
キ
ス
-
の
解
譲
と
し
か
る
べ
き
な
マ
ー
ク
ア
ッ
プ

の
理
解
を
深
め
た
｡
四
月
か
ら
､
こ
の
問
題
を
知
識
表
現

の
側
面
か
ら
整
理
す
る
と
､
最
近
の
工
学
的
な
研
究
成
果

を
確
認
す
る
た
め
､
溝
口
理

一
郎
の

｢
オ
ン
ト
ロ
ジ
ー
工

撃
｣
を
班
員
で
の
合
議
と
と
も
に
人
文
科
学
､
特
に
中
国

の
古
典
へ
の
鷹
用
の
可
能
性
を
議
論
し
績
け
た
｡
第
二

･

第
四
火
曜
日
に
漢
字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
魔
接
室
で
開

催
し
て
い
る
が
､
研
究
班
の
活
動
と
成
果
は
ウ
ェ
ブ
の

h
ttp
‖
＼
＼
Ch
w
IZin
b
u
n
.k
y
o
to
l
u.
a
C
j
p
J
m
a
rk
u
p

で

公
開
｡

報

元
代
の
法
制

班
長

岩
井

茂
樹

二
〇
〇
四
年
度
か
ら
覆
足
し
た
こ
の
研
究
班
は
､
元
朝

蓑

時
代

の
行
政
文
書

･
法
制
文
書
の
舎
譲
を

つ
う
じ
て
､
そ

の
時
代
の
制
度
と
杜
合
に
つ
い
て
知
見
を
ひ
ろ
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
｡
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
､
合
議
の

作
業
の
な
か
か
ら
研
究
す
べ
き
課
題
を
兄
い
だ
し
､
こ
の

時
代
の
制
度
と
杜
合
の
特
質
を
理
解
す
る
足
が
か
り
を

得
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
｡
と
-
に
､
前
後
の
時
代
と

の
連
積
と
断
絶
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
洞
察
を
深
め
た

い
｡
合
譲
す
る
資
料
と
し
て
選
揮
し
た
の
は

『大
元
聖
故

国
朝
典
章
』
穫
郡
の
部
分

(典
葦
二
八
～
三
三
)
で
あ
る
｡

す
で
に
､
『新
集
至
治
候
例
』
所
収
の
記
事
を
含
め
て
､
穫

郡
に
か
か
わ
る
部
分
の
合
議
は
終
了
し
た
｡
校
訂
電
子
本

文
の
作
成
お
よ
び
閲
覧

･
検
索
を
提
供
す
る
W
e
b
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
ず
み
で
あ
る
の
で
､
穫
郡
の
部

分
に
つ
い
て
は
公
開
し
､
他
の
部
分
に
つ
い
て
は
初
歩
的

な
校
正
を
終
え
た
段
階
で
暫
定
的
に
公
開
す
る
橡
定
で

あ
る
｡
今
後
は
､
『新
集
至
治
慣
例
』
所
収
刑
部
の
記
事
を

合
讃
す
る
と
同
時
に
､
研
究
費
表
を
交
え
て
研
究
合
を
お

こ
な
う
濠
定
で
あ
る
｡
二
〇
〇
五
年

一
月
～

一
二
月
の
舎

謹
箇
所
と
捨
富
者
を
掲
げ

る
｡

七
月

一
九
日

九
月

六
日

九
月
二
〇
日

1
0
月

1
八
日

二

月

一
日

一
二
月

六
日

樺
道
揮
道
梓
道
可
温
教

道
教

(
1
)

道
教

(二
)

白
蓮
教

水
越
堤

頭
官
教

揮
道
揮
道
新
集

孝
節
行
孝
穫
制
八
木

植
松
清
水

稚
例

宮
宅

儒
教

僧
道

智 也 -
潔 樹 正 里 昭 知

毅

･
小
野

達
哉

中
国
近
世
日
用
類
書
の
研
究

班
長

金

文
京

昨
年
度
に
引
き
績
き
､
『事
林
虞
記
』
の
合
請
を
行
い
､

評
注
を
作
成
し
た
｡
本
年
度
は
歴
史
関
係

(節
序
類
)
と

科
学
史
関
係
の
合
講
を
交
互
に
行
な
っ
た
｡
塘
富
は
左
記

の
と
お
り
で
あ
る
｡
な
お

｢学
校
類
二
｣
と

｢家
檀
類

こ

の
評
注
を

『東
方
学
報
』
第
七
七
鼎
に
掲
載
し
た
｡

五
月

一
〇
日

節
序
類

(
一
月
-
二
月
)

1
月

l
八
日

檀
制
三

葬
穫

中
島

二
月

一
日

穫
制
三

条
.巳T:

(
1
)
市
丸

二
月

一
五
日

程
制
三

条
把

(二
)
水
越

三
月

1
日

学
校

l

蒙
古
撃

中
島

三
月

1
五
日

学
校

1

儒
学

(
1
)
金

四
月

五
日

学
校

一

儒
学

(二
)
岩
井

四
月

一
九
日

学
校
二

嘗
撃

(
一
)
山
崎

五
月

1
七
日

学
校
二

五
月
三

一
日

撃
校
二

六
月

七
日

学
校
二

六
月
二

1
日

樺
道

七
月

五
日

樺
道

警
撃

(二
)
森
田

醤
撃

(三
)
古
松

陰
陽
撃

市
丸

(絶
論
)

石
野

揮
教

岩
井

鷲 - 智 崇 憲 茂 文 楽 智 楽
樹 晴 子 志 司 森 樹 京 章 知 子 章

五
月

1
四
日

六
月

一
四
日

六
月
二
八
日

七
月

一
二
日

一
〇
月

二

日

二
月
二
二
日

一
二
月

一
三
日

花
果
類

節
序
額

(磨
)

水 森 水
越 村 越

謙
知 - 知

服
飾
類
武
田

時
昌

･
相
川
佳
予
子

節
序
類

節
序
類

農
桑
頬

筋
序
類

(三
月
-
五
月
)有
松

(檀
)

有
松
武
田

(六
月
-
八
月
)宮

時 志 志
昌 保 保

紀
子

中
国
給
圭
の
練
合
的
研
究

班
長

曾
布
川

寛

中
開
給
責
の
資
料
は
'
聾
掘
に
基
づ
-
古
代

･
中
世
作

品
の
出
現
､
博
せ
す
る
近
世
作
品
の
公
開
な
ど
に
よ

っ
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東 方 撃 報

て
､
近
年
ま
す
ま
す
増
加
の

一
途
を
た
ど

っ
て
い
る
が
､

多
-
は
未
消
化
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
る
｡
こ
の
膨
大
な
資
料
に
封
し
て
'
ま
ず
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
よ
る
系
統
的
整
理
が
要
求
さ
れ
'
ま
た
多
方
面
か
ら

の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
要
求
さ
れ
て
い
る
｡
本
研
究
班
は
可
能

な
限
り
資
料
を
収
集
し
､
様
式
論
､
固
像
撃
､
重
論
､
技

法
は
も
と
よ
り
､
パ
ー
ロ
ン
､
蒐
集
な
ど
の
観
鮎
か
ら
考

察
し
､
更
に
書
法

･
纂
刻
､
詩
文
な
ど
の
面
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
も
加
え
､
練
合
的
な
研
究
を
試
み
る
｡
今
年
度
は

前
回
の
共
同
研
究
の
ま
と
め
を
併
せ
行

っ
た
｡
班
員
及
び

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
研
究
費
表
は
､
以
下
の
通
り

で
あ
る
｡
な
お
､

東
西
美
術
交
流
｣

た
｡
四
月
二
三
日

五
月

1
六
日

五
月
三

〇
日

六
月

一
三
日

六
月
二
七
日

七
月

1
1
日

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

｢
ソ
グ
ド
と
中
国
の

を
開
催
し
､
下
記
の
方
々
が
寄
表
し

｢大
庸
王
朝

女
性
の
美
｣

展

(大

阪
市
立
美
術
館
)
見
学
霜
藤

龍

1

唐
代
係
数
美
術

の

1
考
察

-

｢大

唐
王
朝

女
性
の
美
｣
展
出
品
と
関

連
し
て
-

欝
藤

龍

l

中
庸
の
劉
商
に
つ
い
て
-

詩
人

･

樹
石
蓋
家

･
道
士
と
し
て
の
生
涯

竹
浪

速

漢
唐
期
の
東
西
文
化

の
交
流
-

ソ

グ
ド
の
活
動
を
中
心
に
-曾
布
川

寛

任
仁
尊
に
つ
い
て

宮

紀
子

牛
蜘
思
惟
像

の
囲
像
撃
的
研
究

-

説
法
圏
に
み
え
る
牛
伽
思
惟
像
を

一
〇
月

一
日

1
0
月

1
七
日

l
〇
月
三

7
日

一
一
月

一
四
日

7
1
月
二
六
日

二

月
二
八
日

一
二
月

一
二
日

中
心
に

1

徐

男
英

唐
代
新

様
式
の
受
容

と
中
国
化
-

菩
薩
像
を
中
心
に
-

金

銀
見

｢中
国

美
の
十
字
路
｣
展

(M
JH
O

M
U
S
E
U
M
)
見
学

曾
布
川

寛

ギ
メ
美
術
館
戒
文
殊
騎
獅
像

に

つ

い
て

張

南
南

北
響
堂
山
石
窟
南
洞
儒
教
石
経
試

論

謝

振
聾

末
代

の
三
館
秘
閣
六

闇
に
お
け
る

文
物

の
収
蔵

･
公
開
活
動

の
史
的

意
義
に
つ
い
て

塚
本

麿
充

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

｢
ソ
グ
ド
と
中
国

の
東
西
美
術
交
流
｣

ソ
グ
ド
の
囲
像
資
料
に
関
す
る
最

近
の
研
究
動
向

-

中
園
出
土

ソ
グ

ド
人
石
製
葬
具
と
サ
マ
ル
カ
ン
ド

壁
蓋

丁

影
山

悦
子

西
域
出
土
の
錦
に
つ
い
て
-

中
国

錦
に
お
け
る
経
錦
か
ら
緯
錦

へ
の

移
行
プ
ロ
セ
ス
ー

古
田

虞

1

正
倉
院
鹿
文
銀
盤

の
囲
像
問
題
を

め
ぐ
る

一
考
察

-

そ
の
西
方
由
来

の
可
能
性
を
求
め
て
-
自

適
銘

所
謂

｢叙
景
的
量
茶
羅
｣
に
つ
い
て

定
金

計
次

敦
爆
莫
高
窟
二
二

〇
窟
と

｢大
横
圏

整
相
圃
｣
の
出
現

西
林

孝
浩

漠
簡
語
垂
の
研
究

班
長

富
谷

至

本
研
究
班
は
､
居
延
や
敦
煙
な
ど
､
昔
時
の
遺
境
よ
り

出
土
し
た
漢
筒
か
ら
語
柔
を
抽
出
し
て
､
そ
の
意
味
を
定

義
し
､
最
終
的
に
は
漢
簡
語
量
辞
典
を
作
成
す
る
こ
と
を

目
標
と
す
る
｡

難
解
で
'
意
味
不
明
な
語
嚢
が
と
き
お
り
見
ら
れ
た
二

年
律
令
と
は
異
な
り
'
あ
る
語
嚢
に
封
し
て
み
な
が
漠
然

と
有
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
､
ど
の
よ
う
に
明
確
に
言
語
化
す

る
か
が
作
業
の
中
心
と
な

っ
て
お
り
､
二
年
律
令
の
琵
注

作
成
の
時
と
は
､
ま
た
違

っ
た
楽
し
み
が
あ
る
｡

現
在
は
居
延
漢
簡
樺
文
台
校
を
テ
キ
ス
-
と
し
､
居
延

新
蘭
な
ど
を
援
用
し

っ
つ
､
作
業
を
す
す
め
て
い
る
｡
近

年
､
額
済
納
漢
筒
が
公
表
さ
れ
'
ま
た
膨
大
な
分
量
の
懸

泉
置
漢
筒
も
ひ
か
え
て
お
り
､
語
嚢
の
バ
-
エ
ー
シ
ョ
ン

は
豊
か
に
な

っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
｡

博
統
中
国
の
生
活
空
間

班
長

田
中

淡

中
国
の
侍
続
的
な
生
活
空
間
お
よ
び
造
形
､
す
な
わ
ち

異
能
的
に
は
住
ま
い
､
宮
殿
'
庭
園
､
あ
る
い
は
家
具
配

置
'
室
内
空
聞
､
日
常
生
活
と
儀
穫
等
々
の
諸
相
を
と
お

し
て
､
そ
の
特
質
を
探
る
｡
時
代

･
地
方
を
限
定
せ
ず
'

ま
た
建
築
空
間
に
限
ら
ず
､
贋
義
的
な
意
味
で
日
常
あ
る

い
は
儀
薩
の
生
活
空
間
を
封
象
と
し
て
､
中
国
撃
の
関
連

分
野
お
よ
び
束
ア
ジ
ア
､
周
連
地
域
の
専
門
家
の
参
加
を

得
て
､
多
様
な
研
究
主
題
を
と
り
あ
げ
て
ゆ
-
｡
研
究
費

表
と
併
行
し
て
班
員
共
通
の
合
議
テ
キ
ス
-
と
し
て
､

明

･
方
以
智

『
通
雅
』
宮
室
を
と
り
あ
げ
る
｡
標
記
の
期

間
に
行
わ
れ
た
研
究
費
表

･
舎
讃
等
は
左
記
の
通
り
｡

四
月
二
六
日

中
国
共
産
薫
政
権
下
に
お
け
る
水

上
居
民
の
生
活
の
愛
容

-

珠
江
デ
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嚢 報

五
月

一
〇
日

五
月
二
四
日

六
月

一
四
日

六
月

一
四
日

六
月
二
八
日

九
月

六
日

九
月

六
日

九
月
二
七
日

1
0
月

二

日

一
〇
月
二
五
日

1
1
月
二
二
日

一
二
月

一
三
日

ル
タ
を
中
心
に
-

長
沼
さ
や
か

曲
水
の
宴
再
考
-

王
義
之
が
蘭
事

で
曲
水
の
宴
を
催
す
ま
で
～

大
卒

桂

一

七

･
八
世
紀
に
お
け
る
日
本
お
よ

び
東
ア
ジ
ア
の
木
造
高
塔箱
崎

和
久

関
野
貞
の
中
国
建
築
史
撃田
中

淡

建
築
史
か
ら
見
た
大
村
西
崖
の
東

洋
美
術
史
研
究

稲
田

美
穂

日
本
の
宮
殿

･
邸
宅
の
空
間
と
室

穫

川
本

重
雄

中
国
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
造

園
史
の
研
究
-

古
代
東
ア
ジ
ア
の

園
林

(七
世
紀
ま
で
)
外
村

中

初
期
中
国
沸
教
寺
院
配
置
的
形
成

責

蘭
招

朝
鮮
時
代
の
庭
園

｢満
濯
園
｣
を
め

ぐ
っ
て

西
垣
安
比
古

日
中
に
お
け
る

｢都
城
｣
概
念
の
再

検
討
-

藤
原
京
を
中
心

と
し
て

豊
田

裕
章

『通
雅
』
巻
三
八

宮
室

南
中
､

商
内

高
井
た
か
ね

『通
雅
』
巻
三
八

宮
室

乞
活
墓

高
井
た
か
ね

見
学
合

竹
中
大
工
道
具
館

三
敬
交
渉
の
研
究

(Ⅱ
)

班
長

変
谷

邦
夫

本
研
究
班
は
'
｢三
教
交
渉
の
研
究
｣
研
究
班
の
後
を

承
け
､
引
き
績
き
中
国
中
世
に
お
け
る
儒
併
道
三
散
開
の

か
か
は
り
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
研
究
す
る
こ
と
を

目
的
に
､
二
〇
〇
五
年
度
か
ら
五
年
閲
の
預
定
で
組
織
さ

れ
た
.
初
年
度
は
､
｢
三
教
交
渉
の
研
究
｣
班
に
お
い
て
謹

み
切
れ
な
か
っ
た

『茅
山
志
』
の
巻
二
五
以
降
の
合
議
を

縫
漬
し
て
行
ひ
､
巷
二
七
ま
で
を
譲
了
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
｡

北

朝
石
刻
資
料
の
研
究

班
長

井
波

陵

1

本
研
究
班
で
は
人
文
研
所
蔵
の
北
朝
石
刻
資
料

(
一
部

南
朝
を
含
む
)
の
う
ち
､
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
分
量
の
文

章
を
も
つ
も
の
を
封
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
｡
進
め
方
は

貌
青
石
刻
資
料
の
場
合
と
同
じ
-
'
ま
ず
賓
際
に
拓
本
を

接
げ
て
文
字
の
封
校
を
行
い
､
次
い
で
語
注
を
施
す
｡
そ

の
際
､
各
種
の
文
献
や
他
機
関
所
蔵
拓
本
の
寓
異
を
極
力

参
考
に
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
｡
本
年
は
以
下
の

資
料
を
扱

っ
た

(カ
ッ
コ
内
は
捨
富
者
)
0

前
奏
鄭
能
修
部
太
尉
嗣
碑
､
秦
贋
武
将
軍
□
産
碑

(以

上
'
井
波
陵

一
)､
膏
故
巴
郡
察
孝
騎
都
尉
槙
楊
府
君
之

碑
､
襲
章
子
碑
､
太
武
皇
帝
東
巡
之
碑

(以
上
､
藤
井
律

之
)
､
北
魂
中
森
嵩
霊
廟
之
碑

(岡
田
和

一
郎
)
､
襲
龍
顔

棉

(藤
井
律
之
)0

真
諦
三
枝
と
そ
の
時
代

班
長

船
山

徹

本
研
究
班
は
､
六
世
紀
の
虞
諦
三
蔵
を
鍵
と
し
て
､
彼

の
地
理
的
動
き
や
併
敦
僧
と
し
て
の
位
置
づ
け
う
そ
の
時

代
背
景
､
多
様
な
宗
教
事
情
等
に
つ
い
て
考
察
す
る
｡
四

大
翻
弄
家
の
ひ
と
り
に
数
え
ら
れ
る
虞
諦
は
､
正
量
部
と

い
う
郡
液
と
密
接
な
関
係
が
あ
る

一
方
で
'
教
理
学
的
に

は
説

一
切
有
郭
の
倶
舎
論
を
重
視
し
､
大
乗
備
教
徒
と
し

て
は
唯
識
思
想
を
宣
揚
す
る
と
い
う
複
合
的
な
立
場
に

立
つ
｡
研
究
班
で
は
特
に
翻
講
作
成
時
に
作
成
さ
れ
た
虞

諦
白
身
の
注
揮

(疏
)
に
注
目
し
､
そ
の
侠
文
を
回
収
し

讃
解
す
る
こ
と
を
通
じ
て
､
イ
ン
ド
係
数
と
中
国
係
数
の

撃
方
か
ら
虞
諦
の
活
動
に
封
す
る
新
た
な
理
解
を
試
み

る
｡二

〇
〇
五
年
度
か
ら
五
年
間
の
濠
定
で
組
織
さ
れ
た

う
ち
､
初
年
度
で
あ
る
今
年
は
'
四
月
か
ら

1
二
月
の
閲

に
､
以
下
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
､
順
次
､
塘
富
者
の
帯

注
原
稿
を
も
と
に
検
討
を
行
な
っ
た
｡
展
諦
俸

(船
山

徳
)
､
轟
大
乗
論
序

(奔
谷
邦
夫
)､
倶
舎
論
序

･
大
乗
唯

識
論
序

(古
松
崇
志
)
､
歴
代
三
賓
紀
虞
諦
侍

･
金
剛
般

若
経
序

(大
原
嘉
望
)
､
仁
王
般
若
経
疏
序
品

(大
竹
晋
)
､

同
観
空
品

(長
谷
川
縁
志
)
､
同
教
化
品

(那
須
良
彦
)
'

同
二
諦
品

(吉
村
誠
)
0

中
国
古
鏡
の
研
究

班
長

岡
村

秀
典

漢
代
の
銅
鏡
は
､
囲
像
文
様
の
饗
化
が
い
ち
じ
る
し

-
､
考
古
資
料
の
年
代
を
は
か
る
指
標
と
し
て
東
ア
ジ
ア

各
地
で
重
視
さ
れ
て
き
た
｡
ま
た
､
そ
の
囲
像
と
銘
文

は
､
漢
人
の
精
神
世
界
を
も
の
が
た
る
資
料
と
し
て
も
注

意
さ
れ
て
き
た
｡
そ
の
よ
う
な
視
角
に
留
意
し
な
が
ら
､

本
年
は
と
-
に
文
学
史
に
お
け
る
銘
文
の
意
義
に
着
目

し
､
音
韻
論

か

ら

そ
れ
を
論

じ
た
B
.
K
a
ユ
g
ren
}

E
A
R
L
Y
C
H
IN
E
S
E
M
tR
R
O
R
ZN
S
C
R
tP
T
tO
N
S"

(

B
M
F
E
A
,
N
o
.6
.
)9
3
4
)

を

合
議
し
た
｡
平
行
し

て
賓

施
し
た
研
究
寄
表
は
以
下
の
と
お
り
｡

四
月
二
六
日

今
､
な
ぜ

｢
カ
ー
ル
グ
レ
ン
｣
な
の

か

下
垣

仁
志
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東 方 学 報

五
月

一
七
日

五
月
三

一
日

六
月
二

一
日

七
月

五
日

九
月
二
七
日

1
0
月

1
1
日

1
二
月

六
日

1
二
月

1
三
日

所
謂
'
卑
禰
呼
の
鏡
と
さ
れ
る

｢陳

是
紀
年
鏡
｣
銘
文
の
樺
譲光
武

英
樹

倭
製
鏡
の
製
作

･
流
通
論
理
下
垣

仁
志

幡
蝿
紋
鏡
の
研
究

(
一
)贋
川

守

漠
代
の
器
物
生
産
と
文
字向
井

佑
介

漢
代
の
鏡
銘
と
文
学
作
品金

文
京

戟
帯
鏡
の
研
究

岸
本
泰
緒
子

董
文
帯
神
獣
鏡
に
関
す
る

一
考
察

彦
坂
め
ぐ
み

山
東
省

｢鏡
の
中
の
宇
宙
｣
展
の
紹

介

岡
村

秀
典

人
文
学
研
究
部

日
俳
文
化
交
渉
の
研
究

班
長

宇
佐
美

賓

二
〇
〇
二
年
四
月
か
ら
四
年
閲
の
裸
足
で
賓
施
さ
れ

て
い
る
共
同
研
究
で
あ
る
｡
日
本
人
に
と
っ
て
の
フ
ラ
ン

ス
文
化
､
フ
ラ
ン
ス
人
に
と
っ
て
の
日
本
文
化
､
こ
の
ふ

た
つ
を
問
う
こ
と
か
ら
始
め
て
､
具
髄
的
な
ヒ
-
と
モ
ノ

の
交
流
を
重
視
し
な
が
ら
考
察
を
す
す
め
て
い
る
｡
そ
の

う
え
で
日
併
繭
文
化
の
相
互
的
な
交
渉
が
も
た
ら
し
た

豊
か
な
創
造
性
と
そ
の
問
題
鮎
と
を
浮
き
彫
り
に
す
る

の
が
主
な
ね
ら
い
で
あ
る
｡
時
代
匠
分
と
し
て
は
､
フ
ラ

ン
ス
で
い
え
ば
第
二
帝
政
と
第
三
共
和
制
の
時
代
､
日
本

で
い
え
ば
幕
末
維
新
期
か
ら
昭
和

l
〇
年
代
あ
た
り
ま

で
を
想
定
し
て
い
る
｡

フ
ラ
ン
ス
の
文
学
や
諸
聾
術
を
封

象
と
す
る
研
究
者
の
み

な
ら
ず
､
日
欧
比
較
美
術
史
､
日

本
文
化
史
､
比
較
文
明
史
な
ど
を
専
門
と
す
る
研
究
者
に

も
加
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
｡
ま
た
正
規
の
班
員
と
し

て
で
は
な
い
が
､
必
要
に
鷹
じ
て
海
外
か
ら
も
複
数
の
研

究
者
の
協
力
を
得
て
い
る
｡
二
〇
〇
五
年
四
月
か
ら
は
､

成
果
報
告
書
の
執
筆
と
編
集
作
業
を
重
ね
て
お
り
､
近
-

京
都
大
学
学
術
出
版
合
か
ら

『
自
供
近
代
の
交
感
-

文

学

･
美
術

･
音
楽
-
』
と
題
し
て
刊
行
の
琢
定
で
あ
る
｡

一
月
二
四
日

高
島
北
海
と
フ
ラ
ン
ス
鵜
飼

敦
子

ド
イ
ツ
音
楽
か
ら
の
脱
出
?
-
戟

前
日
本
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
音
楽

受
容
の
幾

つ
か
の
モ
ー
ド
ー

岡
田

暁
生

二
月

1
四
日

晴
蛤
集
に
お
け
る
和
歌
の
備
葦
を

め
ぐ
っ
て

吉
川

順
子

フ
ラ
ン
ス
人

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル

･
ト

ロ
ン
コ
ワ
と
明
治
末
期
の
洋
室

(ゲ
ス
ト
)
ク
-
ス
ト
フ
･
マ
ル
ケ

二
月
二
八
日

日
本
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
印
象
派

音
楽
の
受
容
に
つ
い
て
佐
野

仁
美

憧
れ
は
フ
ラ
ン
ス
､
花
の
パ
-

袴
田
麻
梅
子

三
月

l
四
日

『告
白
』
の
翻
弄
と
日
本
近
代
の
自

博
文
撃
-

藤
村
の
場
合
-
小
西

嘉
幸

四
月

1
八
日

原
稿
検
討
合

全
員

五
月

九
日

六
月
二
三
日

六
月

六
日

六
月
二
〇
日

七
月

二

日

九
月

一
二
日

1
0
月

7
七
日

1

1月
一
四
日

1
二
月

1
二
日

原
稿
検
討
合

原
稿
検
討
舎

原
稿
検
討
含

原
稿
検
討
舎

原
稿
検
討
合

原
稿
検
討
舎

編
集
打
ち
合
わ
せ

編
集
打
ち
合
わ
せ

編
集
打
ち
合
わ
せ

全
員
全
員
全
員
全
員
全
員
全
員

宇
佐
美

･
大
浦

宇
佐
美

･
高
階

宇
佐
美

･
岡
田
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フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
研
究
の
射
程

班
長

田
中

雅

一

本
共
同
研
究
班
は
､
通
算
第
五
六
回
を
も
っ
て
終
了
す

る
こ
と
に
な
っ
た
｡
こ
の
研
究
合
の
成
果
は
近
日
中
に
複

数
巻
出
版
濠
定
で
あ
る
.
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
研
究
は
ま
だ

十
分
に
議
論
を
壷
-
し
た
と
は
言
え
な
い
が
､
モ
ノ
と
人

間
と
の
関
係
を
様
々
な
角
度
か
ら
論
じ
る
場
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
｡

三
月

二
日

歴
史
を
具
櫨
化
す
る
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て

三
枝
憲
太
郎

(国
立
民
族
学
博
物
館

･
外
来
研
究

員
)

山

と

柚
を
盗
ら
れ
た
ク
ラ
ヴ
ァ

内
山
田

康

(筑
波
大
学

･
教
授
)

園
家
形
成
の
比
較
研
究

班
長

前
川

和
也

個
別
報
告
､
討
論
は
す
で
に
終
了
し
て
お
り
'
研
究
報

告
書
出
版
の
た
め
の
諸
作
業
が
行
わ
れ
た
｡
な
お
報
告
書

『国
家
形
成
の
比
較
研
究
』
(前
川
和
也

･
岡
村
秀
典
編
)

は
､
計

一
八
の
論
考
を
得
て
二
〇
〇
五
年
五
月
に
畢
生
杜

よ
り
刊
行
さ
れ
た
｡



棄 報

身
性
の
近
代

班
長

菊
地

暁

｢身
購
｣
を
手
が
か
り
に
異
分
野
聞

コ
-

ユ
ニ
ケ
-

シ
ョ
ン
を
少
し
で
も
風
通
し
の
良
い
も
の
に
す
る
こ
と
､

そ
し
て
､
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
制
度
疲
弊
の
蓄
積
が
指
摘

さ
れ
て
久
し
い

｢共
同
研
究
｣
な
る
営
為
の
あ
り
方
を
再

想
像
す
る
こ
と
'
そ
れ
が
本
研
究
の
ね
ら
い
で
あ
る
｡

本
年
度
は
､
昨
年
度
の
成
果
に
基
づ
き

『身
髄
論
の
す

す
め
』
[丸
善
]
を
刊
行
し
た
｡
ま
た
､
昨
年
度
と
同
様
'

全
撃
共
通
教
育
課
目
の
-
レ
-
講
義
を
開
催
､
班
員
お
よ

び
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
協
力
を
得
て
身
膿
を
め
ぐ
る

概
念
や
方
法
の
封
象
化
を
さ
ら
に
多
角
的
に
試
み
た
｡

六
月

九
日

融
合
の
決
定
論
を
抜
け
出
す
技
法

-

武
術
を
素
材
と
し
て
-
倉
島

哲

六
月

1
六
日

六
月
二
三
日

六
月
二
四
日

四
月

七
日

四
月

一
四
日

四
月
二

一
日

四
月
二
八
日

五
月

一
二
日

五
月

一
九
日

五
月
二
六
日

六
月

二
日

大
阪
歴
史
博
物
館

｢阪
神
タ
イ
ガ
ー

ス
展
｣
見
学

技
能
と
身
罷
-
僕
は
､
昔
､
皿
洗

い
だ
っ
た
-

菊
地

暁

均
質
化
を
強
要
さ
れ
る
身
髄
-

倭

は
'
昔
､
天
才
ピ
ア
ノ
少
年
だ

っ

た
?
-

岡
田

暁
生

怠
け
る
身
髄
-

僕
は
､
昔
､
健
胃

舎
系
だ
っ
た
-

藤
原

辰
史

ナ
シ
ョ
ナ
-
ズ
ム
と
身
櫨

(ゲ
ス
ト
)
中
島

藤
志

怠
惰
な
身
髄

･
弱
い
身
礎

-

倭

は
､
今
日
も
怠
惰
だ
っ
た
-

(ゲ
ス
-
)
近
藤

秀
樹

生
命
科
学
の
身
罷
観

(生
命
観
)

加
藤

和
人

共
北
二
二
六
教
室

だ
ん
す

(ゲ
ス
ト
)
花
沙

六
月
三
〇
日

1
0
月

六
日

変
身
の
物
語
り

佐
野

誠
子

中
国
の
坐
具
と
坐
法
-

床
坐
と
椅

子
坐
-

高
井
た
か
ね

舌
で
謹
む
聖
書
-

ハ
ン
セ
ン
病
回

復
者
/
辛
-
ス
ト

者

･
金
地
慶
四

郎
講
演
舎

ビ
デ
オ
レ
タ
ー

金
地
慶
四
郎

(
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
/
辛
-
ス
ト

者
)
人
間
回
復
の
架
け
橋
-

ハ
ン
セ
ン

病
の
歴
史
に
撃
ぶ

牧
野

正
直

(邑
久
光
明
園
長
)

ド
キ

ュ
メ
ン
タ
-
1

｢ど
っ
こ
い
生

き
て
る
で
｣

西
村

聴

(
テ
レ
ビ
大
阪
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
)

講
演

近
藤

宏

一

(偶
名

‥
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
/
辛

-
ス
ト
者
)

頭
で
っ
か
ち
と
身
健
で
っ
か
ち

(或

い
は
､
こ
れ
が
ホ
ン
ト
の
電
波
系
)

(ゲ
ス
ト
)
片
山

杜
秀

合
評
含

‥
菊
地
暁
編

『身
髄
論
の
す

す
め
』

(ゲ
ス
ト
)
阪
田
寅
己
子

片
山

杜
秀

寄
せ
て
上
げ
る
冒
険
-

あ
る
い
は

身
髄
の
ポ
-
テ
ィ
ク
ス
1

菊
地

暁

一
〇
月

一
三
日

美
術
と
身
健

-

日
本
で
裸
髄
を
描

-

高
階
槍
里
加

一〇
月
二
〇
日

人
は
い
か
に
し
て

へ客
)
に
な
る
の

か
-

浪
花
節
史
に
み
る
演
者
-
寡

の
関
係
性
-(ゲ
ス
ト
)
真
鍋

昌
賢

一
〇
月
二
七
日

吉
本
新
喜
劇
に
み
る
合
意
的
身
罷

の
す
す
め
-

面
白
い
か
ら
笑
う
の

で
は
な
い
､
笑
う
べ
き
と
こ
ろ
だ
か

ら
笑
う
の
で
あ
る
-

(ゲ
ス
ト
)
阪
田
展
己
子

二

月

一
〇
日

身
罷
の
夢
､
夢
の
身
纏

-

ド
ニ
･

デ
ィ
ド
ロ
『ダ
ラ
ン
ベ
ー

ル

の
夢
』

を
め
ぐ
っ
て
-

王
寺

貿
太

1
1
月

一
七
日

戦
時
下

｢皇
民
化
｣
政
策
と
朝
鮮
人

の
身
髄

李

昇
煙

一
二
月

1
日

身
罷
な
き
ロ
ボ
ッ
ト

(ゲ
ス
ト
)
緒
血瀬

隆
之

一
二
月

八
日

透
明
ラ
ン
ナ
ー
'
現
る
?
-

子
ど

も
の
こ
ろ
の
記
憶
か
ら
身
髄
を
考

え
る
'
そ
の
歴
史
記
述
に
向
け
て

谷
川

穣

l
二
月

1
五
日

｢封
面
的
｣
を
め
ぐ
っ
て大
浦

康
介

1
二
月
二
二
日

マ
ン
ガ
讃
者
の
身
牒

(ゲ
ス
-
)
表

智
之

領
事
館
警
察
の
研
究

班
長

水
野

直
樹

近
代
日
本
が
朝
鮮

･
中
国
と
の
閲
に
結
ん
だ
候
約
に
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規
定
さ
れ
た
治
外
法
権
は
､
朝
鮮
と
中
国

(東
北
地
方
=

満
洲
を
含
む
)
に
日
本
の
領
事
館
警
察
な
る
も
の
を
生
み

出
し
た
｡
朝
鮮
で
は

一
九
〇
五
年
の
保
護
確
約
ま
で
､
中

国
東
北
地
方
で
は
満
洲
園
に
お
け
る
日
本
の
治
外
法
権

が
撤
暦
さ
れ
る
ま
で
'
中
国
で
は
江
兆
銘
政
権
期
に
治
外

法
権
が
撤
廃
さ
れ
る
ま
で
､
各
地
の
日
本
領
事
館
に
外
務

省
か
ら
警
察
官
が
派
遣
さ
れ
､
様
々
な
活
動
を
行
な

っ

た
｡
在
留
日
本
人

(後
に
は
茎
漕
籍
民

･
朝
鮮
人
を
含

む
)
の
保
護

･
取
り
締
ま
り
､
情
報
活
動
､
相
手
国

･
欧

米
外
交
機
関
と
の
折
衝
な
ど
で
あ
る
｡

本
研
究
は
､
近
代
日
本
と
東
ア
ジ
ア
と
の
関
係
を
考
え

る
上
で
重
要
な
領
事
館
警
察
の
機
構
や
活
動
､
領
事
館
警

察
が
把
握

･
認
識
し
た
中
園

･
童
漕

･
朝
鮮
の
民
族
運

動
､
共
産
主
義
運
動
､
労
働
運
動
な
ど
の
動
向
等
々
を
､

日
本
史

･
朝
鮮
史

･
墓
漕
史

･
中
国
史
の
研
究
者
に
よ

る
共
同
研
究
を
通
じ
て
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
｡
ま
た
､
中
園

･
朝
鮮
側
史
料
､
欧
米

(特
に
英
悌
)

諸
国
の
史
料
な
ど
を
利
用
し
て
､
中
園

･
朝
鮮
政
府
の
封

鷹
'
中
国
人

･
朝
鮮
人
の
認
識
､
欧
米
詩
園
の
封
鷹
な
ど

に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
た
い
と
考
え
て
い
る
｡

一
月

一
九
日

ワ
シ
ン
ト
ン
候
約
億
制
下
の
青
島

に
お
け
る
領
事
館
警
察
に
つ
い
て

-

1
九
二
二
年
勝
州
湾
租
借
地
返

還
交
渉
を
中
心
に
-

長
津

一
恵

二
月

一
六
日

上
海
領
事
館
警
察
と
工
部
局
警
察

副
島

昭

一

産
門
領
事
館
警
察
分
所
設
置
問
題

に
つ
い
て

村
上

衛

三
月

二
日

戦
時
上
海
と
上
海
領
事
館
警
察
に

つ
い
て

(ゲ
ス
ト
)
孫

安
石

外
務
省
警
察
に
よ
る
在
留
邦
人
取

り
締
り

桂
川

光
正

三
月

一
六
日

初
期
領
事
官
警
察
に
お
け
る
風
俗

警
察
-

日
露
戦
学
期
ま
で
の
朝
鮮

を
中
心
に
-

藤
永

壮

共
同
研
究
の
ま
と
め
に
つ
い
て

文
明
と
言
語

班
長

横
山

俊
夫

人
間
社
食
が
安
定
し
､
し
か
も
そ
れ
が
文
を
な
し
明
ら

か
な
る
状
態
に
赴
-
と
き
､
言
語
が
愛
容
し
っ
つ
は
た
す

役
割
は
大
き
い
｡
そ
の
諸
相
を
､
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
研
究

を
通
し
て
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
､
現
代
の
知
の
専
門

細
分
化
に
よ
る
言
語
の
流
通
力
の
衰
え
が
敢
合
に
も
た

ら
し
て
い
る
閉
塞
状
況
に
封
し
て
､
そ
の
解
決
の
た
め
の

道
を
､
班
員
の
協
同
に
よ
り
模
索
､
提
言
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
て
い
る
｡

第
四
年
度
は
､
班
員
各
自
の
専
門
分
野
か
ら
の
報
告
を

行

っ
た
は
か
､
夏
以
降
は
こ
れ
ま
で
輪
講
を
つ
づ
け
て
き

た

『難
波
鉦
』
の
現
代
の
共
通
語
お
よ
び
上
方
語
へ
の
翻

諸
作
業
を
集
中
的
に
行
っ
た
｡
成
果
は
､
共
同
研
究
拾
遺

と
し
て
平
成

一
七
年
度
末
に

『難
波
鉦
-

梅
之
郡
抄
』

と
題
し
公
刊
す
る
0

1
七
世
紀
大
坂
の
､
或
る
種
の
閉
鎖

空
間
に
お
い
て
言
語
が
紡
ぎ
出
し
て
い
た
人
間
関
係
の

綾
が
照
ら
し
出
さ
れ
る
だ
ろ
う
｡
な
お
､
班
員
の

一
部

は
､
首
研
究
班
の
成
果
を

｢京
都
文
化
合
議
二
〇
〇
五
｣

や

｢
は
ん
な
り
京
都
嶋
義
塾
｣
と
い
っ
た
公
開

の
催
し
に

参
重
す
る
か
た
ち
で
活
か
し
た
｡

7
月

7
五
日

西
鶴
の
言
語
力

虞
瀬
千
妙
子

『難
波
鉦
』
初
冠

そ
の
三

倉
島

哲

1
月
二
二
日

北
京
の
今
開
天
影
氏

深
滞

1
幸

『難
波
鉦
』
初
冠

そ
の
四
倉
島

哲

二
月

五
日

『語
り
え
ぬ
も
の
』
を
語
る
シ
ス
テ

ム
論
の
功
罪(ゲ
ス
-
)
臨
皿瀬

隆
之

『難
波
鉦
』
飛
鳥
川

贋
瀬
千
妙
子

二
月

一
九
日

民
家
を
つ
-
る
環
境
と
文
化
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二
月
二
六
日

三
月

五
日

五
月

七
日

五
月
二

一
日

六
月

1
1
日

六
月

一
八
日

七
月
二
八
日

S
u
sa
n
B
.
H
a
E
e
y

『難
波
鉦
』
初
冠

そ

の
五
倉
島

哲

か
ら
-
り
人
形

｢峯
工
房
｣
見
学

(ゲ
ス
ト
)
峰
崎

十
五

感
染
を
語
る
こ
と
ば

田
中
柘
理
子

『難
波
鉦
』
雪
中
鷺

贋
瀬
千
秒
子

人
髄
と
言
語(ゲ
ス
-
)
蟹
田

浩
卒

人
形
浄
瑠
璃
の
大
道
具
後
藤

静
夫

『難
波
鉦
』
儒
嘗

岡
田

暁
生

東
ア
ジ
ア
の
異
類
論
宰
文
学
と
そ

の
背
景

金

文
京

『難
波
鉦
』
数
日
金

武
田

時
昌

所
有
と
分
配
の
起
源

山
極

善

一

『難
波
鉦
』
出
家

森
本

淳
生

｢第
二
回

鉦
叩
舎
｣
-

『難
波
鉦
』

現
代
語
詳
稿
作
成
-

後
藤
､
虞
瀬
､
倉
島
､
横
山
他
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九
月

一
一
日

｢第
三
回

鉦
叩
舎
｣
-

『難
波
鉦
』

現
代
語
諜
稿
作
成
-

森
本
､
金
'
深
滞
他

九
月
二
四
日

『難
波
鉦
』
｢熊
谷
笠
｣
定
稿
田
中
砧
理
子

『難
波
鉦
』
｢蓮
芝
｣

一
〇
月

一
五
日

『難
波
鉦
』
｢道
芝
｣
定
稿倉
島

哲

定
稿倉
島

哲

『難
波
鉦
』
｢乱
碁

･
飛
鳥
川

･
雪
中

鷺
｣
定
稿

虞
瀬
千
紗
子

一
一
月

五
日

『難
波
鉦
』
｢藤
袴
｣
定
稿遠
藤

彰

『難
波
鉦
』
｢身
代
｣
定
稿

金

文
京

(代
講
)

二

月

1
九
日

『難
波
鉦
』
｢十
五
夜
｣
定
稿
後
藤

静
夫

『難
波
鉦
』
｢身
代
｣
定
稿

(績
)

金

文
京

(代
講
)

一
二
月

一
七
日

『難
波
鉦
』
｢手
鏡
｣
定
稿荒
牧

典
俊

『難
波
鉦
-

梅
之
郡
抄
』
製
本
打
合

せ

全
員

一
二
月
二
四
日

『難
波
鉦
』
｢瀧
月
｣
定
稿加
藤

和
人

『難
波
鉦
-

梅
之
郡
抄
』
製
本
打
合

せ

(績
)

全
員

人
種
の
表
象
と
表
現
を
め
ぐ
る
撃
際
的
研
究

班
長

竹
滞

泰
子

二
〇
〇
三
年
四
月
か
ら
始
ま
っ
た
本
研
究
合
は
､
そ
の

二
年

前
か
ら
進
め
て
き
た
科
学
研
究
費
基
盤
B

(二
)

｢人
種
の
概
念
と
害
在
性
を
め
ぐ
る
学
際
的
基
礎
研
究
｣

(代
表

竹
樺
泰
子
)
に
よ
る
と
く
に
人
種
の
概
念
を
め

ぐ
る
共
同
研
究
を
土
豪
と
し
て
い
る
｡
し
か
し
人
種
が
社

合
的
構
築
物
で
あ
る
こ
と
が
露
呈
さ
れ
て
も
､
な
ぜ
人
種

が
､
社
舎
諸
制
度
か
ら
嘗
癖
､
教
育
､
噂
好

･
美
意
識
に

い
た
る
ま
で
､
-
ア
-
テ
ィ
を
も
つ
か
は
､
概
念
と
あ
わ

せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
｡
そ
こ
で
本

研
究
合
で
は
､
表
象
と
表
現
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
'
文
化
人

類
学
､
歴
史
学
､
文
学
､
美
挙
､
自
然
人
類
学
､
生
命
科

学
な
ど
の
多
領
域
に
ま
た
が
る
班
員
か
ら
構
成
し
､
学
際

的
な
研
究
を
進
め
て
い
る
｡
表
象
の
み
な
ら
ず
表
現
を
含

め
る
の
は
､
主
催
と
し
て
の
富
事
者
の
能
動
的
側
面
を
看

過
し
な
い
た
め
で
あ
る
｡
な
お
二
〇
〇
五
年
は
班
長
が
三

月
末
か
ら
長
期
海
外
研
修
と
な
っ
た
た
め
､
五
月
の
一
時

韓
国
時
に
開
催
し
た
も
の
も
含
め
て
'
七
回
の
み
の
開
催

と
な
っ
た
｡

1
月

七
日

ヒ
ト
ゲ

ノ
ム

･
遺
博
子
研
究

に

と
っ
て
の
人
種

･
民
族
問
題
-

最

近
の
話
題
か
ら

加
藤

和
人

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
､
チ
ャ
ベ
ス
政
樺
下
の

民
族
運
動
と
人
種
主
義
石
橋

純

1
月

八
日

プ
ロ
カ
か
ら
デ
ュ
ル
ケ
I
ム
へ

(ゲ
ス
ト
)
竹
洋
間

一
郎

(民
博
)

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

波
速

公
三

黒
人
ア
ス
-
1
-
表
象
と
封
抗
戟

略
の
可
能
性
1

1

･
ホ
バ
ー
マ
ン

の
歴
史
学
的

ア
プ
ロ
ー
チ
を
事
例

こ
-

川
島

浩
卒

三
月

四
日

サ
ラ
･
フ
ォ
ー
ブ
ス
･
ボ
ネ

ッ
ク

は
何
を

(語
っ
た
)

の
か
?
-

大

英
帝
隣
の
な
か
の
人
種
再
考
-

井
野

瀬

雑
誌
記
事
か
ら
見
る
外
人
男
性
と

の
つ
き
あ
い
方

国
際
結
婚
と
の

関
係
を
探
る

田
中

雅

1

三
月

五
日

ヒ
ト
ゲ

ノ
ム

･
遺
博
子
研
究

に

と
っ
て
の
人
種

･
民
族
問
題
-

最

近
の
話
題
か
ら

加
藤

和
人

三
月
二
五
日

(国
際
交
流
基
金
と
共
催
)

一

P
red
ica
m
en
t

o
f

Ptace
.I

Wh
y
D
istinctions
b

etw
een

A

s
ia
n

a
n
d

A
s
i
an
A
m
eric
ans

M
a
tt
e
r

Y
o
u
n
g

S
o
o
n
M
in

(
カ

-

フ

ォ
ル

ニ

ア

大
学

Zr
v
in
e

校
)
二

C
e
r
ta
in

L
a
t
titu
d
e
s
‖
D
ia
･

s
p
o
r
ic
P
e
r
s
p
e
c
tiv
e
s
Zs
Y
e
tto
w

W
h
it
e

o
r

B
ta
c
k
:
L
o
ca
tin
g

A
s
i
a

n
Am
e
r
ic
a
n
s

P
a
u
t
Y
.
W

a
ta
n
a
b
e

(
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
大

学

ボ

ス
ト

ン
校
)
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五
月
二
七
日

加
治
屋
健
司

｢大
浦
信
行
の

《遠
近
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五
月
二
八
日

を
抱
え
て
》
は
い
か
に
し
て
九

〇
年

代
的
言
説
を
準
備
し
た
か
｣
の
紹
介

と
研
究
動
向

北
原

悪

多
民
族
国
家

｢漏
洲
園
｣
を
め
ぐ
る

民
族
言
説
と
国
民
国
家
言
説

-

日

本
人
に
よ
る
人
種
表
象
を
中
心
と

し
て
ー

蘭

信
三

節

(辛
)
典
頬
に
み
る

(人
種
)
の

定
義
変
遷
と
若
干
の
考
察
ス
チ
ュ
ア
I
卜

山
田
詠
美
に
つ
い
て
思
う
こ
と

な

ど

大
浦

康
介

J
九
六

〇
年
代
の
研
究

班
長

富
永

茂
樹

一
九
六
〇
年
代
は
､
わ
れ
わ
れ
の
生
活
と
意
識
が
そ
れ

ま
で
の
も

の
か
ら
大
き
-
髪
化
し
た
時
代
で
あ

っ
た
｡
し

か
も
そ
の
饗
化
は
世
界
的
な
規
模
で
生
じ
た
こ
と
､
ま
た

生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
､

さ
ら
に
日
本
に
つ
い
て
い
う
な
ら
､
明
治
維
新
や
第
二
次

世
界
大
戦
後
の
変
化
を
上
回
る
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ

な
い
こ
と
さ
え
濠
想
さ
れ
る
､
そ
の
よ
う
な
変
化
で
あ

る
｡
自
身
が
そ
の
い
く
ぶ
ん
か
を
生
き
た
時
代
､
ま
た
現

在
か
ら
ほ
ど
遠
-
な
い
時
代
に
つ
い
て
何
ご
と
か
を
語

り
､
結
論
を
抽
き
出
す
の
は
け
っ
し
て
容
易
な
こ
と
で
は

な
い
.
だ
が

1
九
六
〇
年
代
を

つ
う
じ
て
の
世
界
の
変
貌

が
'
今
わ
れ
わ
れ
の

い
る
世
界
に
直
接
に
つ
な
が

っ
て
い

る
か
ぎ
り
に
お
い
て
､
そ
の
肺
分
け
を
行
う
こ
と
は
わ
れ

わ
れ
白
身
を
知
る
う
え
で
ぜ
ひ
と
も
必
要
な
作
業
で
も

あ
る
｡
こ
の
共
同
研
究
は
､
以
上
の
よ
う
な
認
識
に
立

っ

て
､
政
治
史
や
経
済
史
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
､
日
常
生
活

か
ら
学
術
や
聾
術
に
ま
で
い
た
る
多
様
な
側
面
で
の
世

界
の
饗
化
に
注
目
し
て
､
ま
た

一
九
四
〇
年
代
生
ま
れ

の
､
い
わ
ば
六
〇
年
代
を
生
き
た
世
代
か

ら
､
七
〇
年
代

生
ま
れ
の
､
つ
ま
り
こ
の
時
代
に
つ
い
て
は
語
ら

れ
た
記

憶
し
か
も
た
な
い
世
代
ま
で
が
集
ま

っ
て
進
め
る
こ
と

に
努
め
た
も
の
で
あ
り
､
二
〇
〇
五
年
三
月
に
終
了
し

た
｡
現
在
報
告
論
集
刊
行
の

た
め
の
作
業
を
進
め
て
い

る
｡

1
月
二

一
日

研
究
報
告
書
作
成
に
向
け
て

全
員

二
月

四
日

ド
ラ
ッ
グ

･
カ
ル
チ
ャ
ー
六
〇

-

ク

ロ
ル
プ

ロ
マ
ジ

ン
か
ら
L

S
D

ま
で

北
垣

徹

二
月

一
八
日

宇
野
弘
戒
再
論
-

贋
と
純
粋
②

大
黒

弘
慈

三
月
一
一
日

悪
魔
が
語
り
手
に
な
る
頃
-

六
〇

年
代
の
文
筆
と
宗
教
の

一
側
面
(ゲ
ス
ト
)

フ
ラ
ン
ソ
ワ
･
ラ
シ
ョ
ウ

三
月

一
八
日

一
九
六

〇
年
代
､
古
典
的

ハ
-
ウ
ッ

ド
映
養

親
か
ら
ポ
ス
ト
古
典
期

へ

の
移
行
期

-

ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
映
重

と
ヌ
ー
ヴ

ェ
ル

･
ヴ

ァ
I
グ
に
見

ら
れ
る
視
覚
的
媒
髄
に
お
け
る
外

見
と
内
宮
の
帝
離

加
藤

幹
郎

ア
ジ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
研
究

班
長

龍
谷

直
人

本
共
同
研
究
は
､
歴
史
的
地
域
秩
序
分
析
を
め
ざ
す
｡

二
年
日
の
研
究
班
｡
ア
ジ
ア
地
域
秩
序
を
規
定
し
た
帝

国

･
帝
園
主
義

･
覇
樫
の
時
代
に
印
し
て
､
商
人
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
機
能
の
饗
蓮
を
考
察
す
る
.
メ
ン
バ
ー
は
､

7

七
世
紀
か
ら
二

〇
世
紀
を
封
象
と
し
た
歴
史
家
で
構
成

さ
れ
る
｡
中
国

史
､
イ
ン
ド
史
､
東
南
ア
ジ
ア
史
､
日
本

史
､
ア
メ
-
カ
史
の
専
門
家
が

一
同
に
合
す
る
共
同
研
究

を
組
織
し
た
｡
境
界
線
に
囲
ま
れ
た
主
家
国
家
閲
の
シ
ス

テ
ム
と
は
異
な
る
､
経
済
的
な
費
展
径
路
の
存
在
を
歴
史

的
な
ア
ジ
ア
に
探
り
た
い
｡
王
権
国
家
の
境
界
線
に
よ
っ

て
そ
の
伸
張
が
制
約
さ
れ
な
が
ら
も
､
帝
園
の
下
で
育
ま

れ
た
ア
ジ
ア
商
人
の
ネ
ッ
-
ワ
ー
ク
が
､
今
日
も
市
場
秩

序
を
提
供
し
て
い
る
と
の
親
鮎
に
も
と
づ
い
て
､
ア
ジ

ア
･
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
検
討

･
考
察
し
､
王
権
国
家
間
シ

ス
テ
ム
の
相
封
化
を
め
ざ
す
｡

班
員

岩
井
茂
樹

水
野
直
樹

村
上
衛

(以
上
所

内
)

小
野
滞
透

(文
学
研
究
科
)

井
口
治
夫

(名
古
屋

大

･
環
境
学
研
究
科
)

上
田
貴
子

(
日
本
学
術
振
興
合

特
別
研
究
員
)

大
石
高
志

(神
戸
市
立
外
国
語
大

･
国

際
関
係
)

岡
本
隆
司

(京
都
府
立
大

･
文
)

加
藤
雄
三

(練
合
地
球
環
境
学
研
究
所
)

陳
天
璽

(園
立
民
俗
撃
博

物
館
)

陳
乗
幸

(兵
庫
願
立
大

･
経
)

福
岡
正
章

(同

志
社
大

･
経
)

水
野
祥
子

(大
阪
大

･
文
)

宮
田
敏
之

(天
理
大

･
国
際
文
化
)

薮
下
信
幸

(近
畿
大

･
経
営
)

脇
村
孝
平

(大
阪
市
立
大

･
経
)

一
月
二

一
日

華
南
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー

そ
の
イ
メ
ー
ジ
と
賓

髄
-

陳

天
璽

(国
立
民
族
学
博
物
館
)

二
月

四
日

戦
後

ア
ジ
ア
国
際
政
治
の
中
の
日

本

-

海
域
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
関
輿

を
中
心
に
ー

宮
城

大
蔵

(北
海
道
大
撃
法
学
部
)
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四
月

1
五
日

｢帝
国
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
｣
研
究
の

方
向
性
に
つ
い
て

‥
研
究
協
働
を

通
し
た
展
望

龍
谷

直
人

五
月

一
三
日

印
僑
商
人
論
の
研
究
動
向大
石

高
志

(神
戸
市
外
隣
語
大
挙
)

五
月
二
七
日

1
八
世
紀
末
～

一
九
世
紀
前
牛
の

ベ
ン
ガ
ル
に
お
け
る
鰻
市
場
の
形

成
と
変
容
-

ベ
ン
ガ
ル

｢植
民
地

化
｣
に
関
す
る
1
考
察神
田

さ
や
こ

(慶
鷹
義
塾
大
撃
)

六
月

1
0
日

一
八
世
紀
後
半
の
ベ
ン
ガ
ル
に
お

け
る
イ
ギ
-
ス
東
イ
ン
ド
舎
社
の

貨
幣
政
策

谷
口

謙
次

(大
阪
市
大
大
学
院
経
済
学
研
究

科

･
D
三
)

植
民
地
の
環
境
保
護
主
義
-

英
領

イ
ン
ド
に
お
け
る
乾
燥
化
理
論
の

展
開

水
野

群
子

六
月

1
二
日

(大
阪
大
学
)

二
〇
〇
五
年
度
大
阪
歴
史
科
学
協

議
合
･大
食
報
告

(関
西
大
学

･
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

第

一
学
舎

(法

･
文
学
部
)
第
三
合

議
室
)

一
九
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

主
構
国
家
形
成
と
帝
国
主
義
龍
谷

直
人

1
九
世
紀
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
銀

流
通

西
村

雄
志

(松
山
大
学
)

六
月
二
四
日

帝
国
と
介
入
-

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
･

-
-
ス
=
ロ
ス
の
国
際
金
融
政
策

石
田

憲

(千
葉
大
学
)

七
月

三
日

国
際

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

:
"T
h
e

U
n
ited
S
ta
tes
a
n
d
G
lob
al
iza
I

tion:
P
o
w

e
r
,

E
m

p

tre.
a
n
d

B
u
sin
e
s
s

N
e
tw
o
rk
s"

龍
谷
直
人

T
h
o
m
a
s
W

.N
e
i-e
r
t

(D
ep
a
rtm
en
t
of
H
isto
r
y
,
T
h
e

U
n
i
v
e

rsity
o
f
C
o
lo

rad
o
)
{
&

滞
透
(京
都
大
学
)
井
口
治
夫

(名

古
屋
大
学
)

M
a
rc

G
a
E
cch
io

(D
ep
a
rtm
en
t
o
f
H
isto
ry
,
V
iT

1a
n
o
v
a

U
n
iv
e
r
s
it
y

)

七
月
二
九
-
三
〇
日

共
同

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ
プ

(逮

藤
乾
グ
ル
ー
プ
+
龍
谷
グ
ル
ー
プ
)

(北
海
道
大
学
法
学
部
)

七
月
二
九
日

課
題

‥
グ
ロ
ー
バ
ル
･
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
思
想

世
界
社
舎

論
-
高
田
保
馬
を
手
が

か
り
に
-

ベ
ン
-
､､
ド
ル
ト
ン

(
フ
ェ
リ
ス
女
子
大
学
)

A
.
ソ
ル
タ
ー
の
機
能
主
義
城
山

英
明

(東
京
大
学
)

補
完
性
の
思
想
-

グ
ロ
ー
バ
ル
･

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
秩
序
原
理
?
遠
藤

乾

(北
海
道
大
学
)

世
界
政
治
に
お
け
る
宗
教池
内

悪

(国
立
民
族
博
物
館
)

七
月
三
〇
日

課
題

‥
戦
後
東
ア
ジ
ア
の
帝
国
秩

序東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
帝
国
と
帝
園

主
義

龍
谷

直
人

戦
前
戦
後
の
連
績
と
断
絶
-

東
ア

ジ
ア
帝
国
秩
序
再
論

松
浦

正
孝

(北
海
道
大
学
)

イ
ン
ド
海
域
と
東
ア
ジ
ア
地
域
秩

序

大
石

高
志

(神
戸
市
立
外
国
語
大
学
)

上
海

･
金
融

･
銀
本
位
制城
山

智
子

(
1
橋
大
学
)

パ
ッ
ク
ス
ア
メ
-
カ
ー
ナ
と
戦
後

ア
ジ
ア
通
貨
秩
序

田

所

昌
幸

(慶
魔
義
塾
大
学
)

戦
後
日
本
外
交
と
東
南
ア
ジ
ア
国

際
秩
序

宮
城

大
蔵

(北
海
道
大
学
)

八
月
二
六
日

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
∵
帝
国
と
ネ

ッ
-

ワ
ー
ク
ー

ア
ジ
ア
史
に
お
け
る

｢長
期
の
一
九
世
紀
｣

301



東 方 撃 報

九
月

一
六
日

合
場

‥
大
阪
市
立
大
学
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー

(大
阪
騨
前
第
二
ビ
ル
六

階
)
近
代
日
本
か
ら
み
た
帝
国
と
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク

(問
題
提
起

一
)
龍
谷

直
人

ア
ジ
ア
史
に
お
け
る

『長
期
の

一
九

世
紀
』
(問
題
提
起
二
)脇
村

孝
平

(大
阪
市
立
大
草
)

1
九
世
紀
前
牛

の
ア
ジ

ア
交
易
圏

杉
原

薫

(大
阪
大
学
)

イ
ー
ス
タ
ン
バ
ン
ク
問
題
と
イ
ギ

-
ス
帝
国
主
義

(
1
八
五
三
年

-

1
八
六
七
年
)
-

英
領
イ

ン
ド
と

海
峡
植
民
地

川
村

朋
貴

(富
山
大
挙
)

一
九
世
紀
末
､
ビ
ン
南
商
人
の
持
換

村
上

衡

(横
漬
国
立
大
学
)

モ
ー
-
シ
ャ
ス
の
コ
メ
貿
易

･
流

通
と
イ
ン
ド
系
ム
ス
-
ム
商
人

大
石

高
志

(神
戸
市
外
園
語
大
学
)

コ
メ
ン
ト

‥
岩
井

茂
樹

(京
都
大

学
)
奮
帝
国
研
究

の
動
向

に

つ
い
て
の

メ
モ

龍
谷

直
人

一
〇
月
七
1
八
日

国
際

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

‥
N
eT

松
浦

正
孝

10
月

九
日

w
o
rk
s
a
n
d
E
m
p
ires
‥
ln
d
ian

M
ig
ra
n
ts＼
M
e
rch
an
ts
in
E
a
st

A
s
ia
an
d
B
e
y
o
nd

龍
谷
直
人

大
石
高
志

(神
戸
市
立

外
国
語
大
草
)

脇
村
孝
平

(大
阪

市
立
大
学
)

L
e
e
P
u
T
ta
k

李
培

徳

(香
港
大
学
)
L
in
M

an
-
h
o
n
g

林

紅
満

(中
央

研
究

院
､
墓
漕
)

C
h
o
i
C
h
iJ
h
e
u
n
g

薬
志
群

(香

港

科
学
技
術
大

学
)
S
iu
⊥
○
ロ
g

K
w
o
k

郭

少

菓

(香

港
大
学
)

村
上
衛

(構
潰
国
立
大
草
)

w
u

X
ia
o

a
n

口天
小
安

(北
京
大
学
)

R
a
j
esw
ari
A
.B
ro
w
n

(S
O
A
S
}

L

o
n
d
o
n
U
n
iv
e
rsity
,
U
K
)

%

田

さ
や

こ
(慶
鷹

義

塾

大

草
)

C
ta
u
d
e

M
a
rk
o
v
its

(S
O
A
S
,

London
U
n
iv
e
rsity
'
U
K
)
L
iu

H

o

n
g

劉
宏
(N
a
tio
n
a
t
U
ni
v
e
r
･

sity

of
S
in
g
a
p
o
re)

陳
来
幸

(

兵庫
嚇立
大
学
)

松
浦
正
孝

(北

海

道

大

学
)

z
h
o
ロ
g

S
h
u
m
in

鐘
淑
敏

(中
央

研

究

院

､
墓

漕
)

城
山
智
子

(
一
橋
大
学
)

w
o
n
g

S
iu
-
1u
n

葺
紹
倫

(香
港
大
学
)

ア

ジ
ア
太
平
洋
戦
軍
研
究

ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

汎
ア
ジ
ア
主
義
に
お
け
る

『
イ
ン
ド

一
〇
月
二
四
日

一
一
月
一
一
日

(北
海
道
大
学
)

化

日
中
紛
学
の

『世
界
化
』
-

中
国
の

3

日
中
紛
宇
解
決
構
想
と
米
英

ソ
参

戦
問
題

-

鹿

錫
俊

(島
根
願
立
大
学
)

帝
園
と
介
入

-

フ
レ
デ
-

ツ
ク

･

-
1
ス
-
ロ
ス
の
国
際
金
融
政
策

石
田

憲

(千
葉
大
学
)

パ
ラ
ダ
イ
ム
の
帝
国

-

ア
メ
-
カ

M
B
A
プ
ロ
グ
ラ
ム

篠
原

初
枝

(早
稲
田
大
学
)

越
境
す
る
社
食
空
間

‥
日
本
に
お

け
る
中
国
系
移
住
者

の
移
動
と
定

着
を
め
ぐ

っ
て

一
一
月

一
九
日

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

る

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

歴
史
的
展
開

オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー

都
大
草
)
韓
載
香

野
孝

(京
都
大
学
)

田
嶋

淳
子

(法
政
大
学
)

‥
日
本
に
お
け

･
ビ
ジ
ネ
ス
の

(東
京
大
学
)
曳

マ
イ
ノ
-
テ
ィ

･
ビ
ジ
ネ

ス
の
歴

史
的
展
開

‥
国
際
比
較
に
向
け
て

曳
野

孝

(京
都
大
撃
)

在
日
韓
国

･
朝
鮮
人
ビ
ジ
ネ
ス
の

歴
史
的
動
態

韓

載
香
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T
二
月
九
I

l
i

(東
京
大
学
)

神
戸
に
お
け
る
在
日
韓
国

･
朝
鮮

人
産
業
の
賛
展

高

龍
秀

(甲
南
大
学
)

華
僑
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
薦
谷

直
人

在
日
華
僑
華
人
ビ
ジ
ネ
ス
の
歴
史

的
動
態

陳

乗
幸

(兵
庫
願
立
大
挙
)

日

国
際

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

‥
疫

病

･
環
境

･
グ

ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン

飯
島
渉

(青
山
学
院
大
学
)

脇
村

孝
平

(大
阪
市
立
大
学
)
M
a
rk

H
a
rriso
n
(W
e
llc
o
m
e
U
n
it
for

th
e

H
isto
ry

o
f

M
e
di
cin
e
}

O
x
fo
rd
.
U
K
)

P
a
rk

Y
u
n
]+ae

(Y
o
n
sei
U
n
iv
e
rsity
,
K
o
rea
)

R

o

b
ert
P
errin
s
(A
c
a
d
ia
U

n
i･

v
er
sity
,Can
a
d
a
)

上
田
信

(立

教大学)S
h
iJ
u
n
g
L
iu
(A
ca
･

d
e
m
ia
S
in
ica
.
T
a
iw
an)
VI
R.

M
u
ra
l
eed
h
a
ran
(In
d
ia
n
Z
nsti･

t
u
te

ofづ
echn
0
-0gy
M
ad
ras
}

In
d
ia)

Y
aw
en
K
u
(P
o
std
o?

to
ra
l
F

e

lto
w

[2
0
06
-

].

R
e･

search
C
e
n
te
r

f
o
r

H
u

m

a
n
i
t
i
e
s

a
n
d
S
ocia-
S
cien
c
e
s}
A
c
a
d
?

m
ia
S
in
ica
〉H
aiw
a
n
)
K
i
C
h
e

L

eu
ロ
g

(A
c
a
d
e
m
ia

S
in
ic
a
u

T
ai
w
a
n
)

遠
藤

乾

(北
海
道
大

学

)

D
a
v
id

A
rn
o
Ld

(S
O
A
S
,

U
n
iv
e
rs
ity
o
f
L
o
nd
on.
U
K)

K
a
tin
g
a

T
u
d
o
r
S
ilv
a

(U
n
i･

v
e
rsity

o
f
P
e
ra
de
n
iy
a
,
S
ri

r
a
ロ
k
a
)
城

山
英
明

(東
京
大
学
)

後
藤
春
美

(千
葉
大
学
)

空
間
の
再
審
-
人
文

･
杜
舎
科
挙
の
新
基
軸
を
求
め
て
ー

班
長

山
室

信

1

空
間
と
は
､
時
間
と
と
も
に
人
間
が
自
己
と
他
者
に
つ

い
て
認
知
し
て
い
く
た
め
の
不
可
鉄
な
枠
組
み
で
あ
り
'

人
間
と
そ
の
社
合
の
あ
り
か
た
を
追
求
す
べ
き
人
文

･

社
舎
科
学
に
お
い
て
は
､
明
確
な
概
念
規
定
に
基
づ
-
醍

系
化
が
要
請
さ
れ
て
い
る
｡
し
か
し
な
が
ら
､
欧
米
近
代

の
人
文

･
社
食
諸
科
学
に
お
い
て
は
､
時
間
こ
そ
が
基
軸

と
な
っ
て
お
り
､
空
間
そ
の
も
の
を
封
象
と
し
て
捉
え
る

こ
と
に
必
ず
し
も
成
果
を
翠
げ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
｡

し
か
も
､
グ
ロ
ー
バ
-
ゼ
I
シ
ョ
ン
の
進
行
の
中
で
空
間

の
把
握
は
時
間
や
速
度
に
よ

っ
て
置
き
換
え
ら
れ

つ
つ

あ
る
｡
し
か
し
､
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
生
活
様
式
の

平
準
化
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
､
機
構
や
生
態
な
ど
の
地
理

的
傑
件
､
都
市
や
建
築
な
ど
の
空
間
形
式
の
差
異
の
あ
り

か
た
こ
そ
が
'
人
間
観

･
社
台
観
そ
し
て
世
界
認
識
の
あ

り
か
た
を
ま
す
ま
す
規
定
し
て
い
-
可
能
性
も
ま
た
否

定
で
き
な
い
｡

こ
の
共
同
研
究
で
は
､
自
然
環
境
と
人
間
活
動
の
関
係

や
､
生
活
空
閲
と
し
て
の
都
市

･
建
築
な
ど
の
形
成
の
さ

れ
か
た
､
そ
し
て
さ
ら
に
そ
れ
が
世
界
認
識
と
し
て
い
か

に
把
握
さ
れ
て
き
た
か
､
と
い
っ
た
撃
知
と
賓
蹟
知
そ
の

も
の
を
再
審
に
付
し
､
そ
こ
か
ら
新
た
な
人
文

･
社
合
科

学
の
基
軸
を
析
出
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
｡

本
年
度
は
､
昨
年
度
に
引
き
績
き
基
本
的
文
願
の
舎
講

を
進
め
る
と
と
も
に
､
モ
ン
ゴ
ル
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
賓
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
､
撃
知
と
賓
機
知
と
の
関

係
に
つ
い
て
探
求
し
た
｡

一
月

一
七
日

二
月

七
日

三
月

七
日

三
月

一
三
日

四
月

四
日

四
月

一
八
日

五
月

一
六
日

六
月

六
日

六
月
二

〇
日

七
月

四
日

八
月
九
月

1
五
日

l
〇
月

l
七
日

近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
秩
序

認
識
の
あ
り
か
た

坂
本
優

一
郎

論
文
合
議
①

全
員

論
文
舎
謹
②

全
員

接
大
研
究
合

書
評

『空
間
の
イ
ギ
-
ス
史
』

藤
原

辰
史

書
評

『
ナ
チ
ス
･
ド
イ
ツ
の
有
機
農

業
』

菊
地

暁

舎
讃

和
辻

『風
土
』
谷
川

穣

舎
譲

セ
ル
ト
ー

『
日
常
的
書
換
の

ポ
イ
エ
テ
ィ
ー
ク
』

中
島

獄
志

『身
髄
論
の
す
す
め
』
の
か
た
わ
ら

で
空
聞
論
を
素
描
す
る
菊
地

暁

合
譲

柳
田

｢都
市
と
空
間
｣

藤
原

辰
史

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

(
モ
ン
ゴ
ル
)

解
題
文
戯
検
討
舎

全
員

禽
讃

戸
坂

｢空
間
に
つ
い
て
｣全
員

二

月

七
日

合
譲

ル
フ
ェ
ー
ブ
ル

『空
間
の
生
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産
』
第

一
章

坂
本
優

一
郎

1
7
月
二

l
日

食
讃

ル
フ
ェ
ー
ブ
ル

『空
間
の
生

産
』
第
二
葦

坂
本
優

一
郎

1
二
月

五
日

舎
讃

ル
フ
ェ
ー
ブ
ル

『空
間
の
生

産
』
第
三
章

藤
原

辰
史

フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
社
告

･
文
化
的
文
脈
班
長

田
中

雅

一

フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
研
究
の
射
程
を
受
け
る
形
で

｢
フ
ェ

テ
ィ
シ
ズ
ム
の
文
化

･
敢
合
的
文
脈
｣
を
蓉
足
し
た
｡
こ

れ
は
モ
ノ
に
注
員
し
て
行
わ
れ
た
こ
れ
ま
で
の
研
究
合

の
反
省
に
た
っ
て
､
そ
の
背
景
と
な
る
文
化
お
よ
び
杜
合

の
あ
り
か
た
に
注
目
す
る
研
究
合
で
あ
る
｡

六
月

六
日

六
月
二
〇
日

七
月
二
五
日

l
〇
月

一
七
日

一
一
月

七
日

打
ち
合
わ
せ

覗
き
見
の
視
覚
文
化

‥
初
期
映
蓋

に
お
け
る
露
出
症
的
構
造
の

一
考

察

森
村

麻
紀

(日
本
撃
術
振
興
合
特
別
研
究
員
)

フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ

ム
と

｢在
る
｣
こ

と

‥
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

･
フ
ロ
ー
レ

ス
島
に
お
け
る
親
密
性
と
そ
の
整

容

青
木
恵
理
子

(龍
谷
大
学

･
教
授
)

人
髄
模
倣
を
越
え
て

‥
日
本
に
お

け
る
ダ

ッ
チ
ワ
イ
フ
の
撃
蓮
を
中

心
に

西
村

大
志

(鷹
島
国
際
大
学
人
聞
環
境
学
部

･

講
師
)

S
n
ip
ers
o
f
T
h

e
lsra
el
D
efe
n
se

F
o
rc
e
s
in

th
e
A
T
A
q
sa
Hn
tif･

a
d
a
:

Kiltin
g
.
W

eap
ons
a
n
d

S
o
-d
ie

rs〉Bo
d
iesE
y
a
-
B
e
n-
A
ri

(京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
･
客

員
教
授
)

1
1
月
二

l
目

映
墓
館
と
観
客

加
藤

幹
郎

(京
都
大
学
人
間
環
境
学
研
究
科

･

助
教
授
)

虚
構
と
擬
制
-

練
合
的
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
研
究
の
試
み

班
長

大
浦

康
介

本
研
究
は
､
従
来
文
学
､
哲
学
､
論
理
学
､
法
学
な
ど

の
分
野
で
行
わ
れ
て
き
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
研
究
を
相

互
に
関
係
づ
け
る
と
と
も
に
､
美
術
や
音
楽
､
歴
史
学
､

人
類
学
､
自
然
科
学
な
ど
の
諸
学
問
に
お
け
る
同
種
の
概

念
の
有
効
性
を
検
討
し
'
あ
わ
せ
て
纏
合
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

撃

(G
e
n
era
-
F
ic
tO
-o
g
y
)
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
デ
ィ
シ

プ
-
ン
の
構
築
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
｡
文
学
に
お
け
る

虚
構

(小
説
､
演
劇
)､
映
責
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
､
種
々
の

ゲ
ー
ム
や
子
供
の

｢ご

っ
こ
｣
遊
び
'
様
相
論
理
学
が
あ

つ
か
う
可
能
世
界
､
民
法
な
ど
で
い
う
擬
制
､
歴
史
記
述

の
｢う
そ
｣
､
宗
教
儀
程
の
傾
構
性
､
自
然
科
学
の
真
理
探

求
に
お
け
る
作
業
個
説
や
メ
タ
フ
ァ
ー
ー

そ
れ
ら
の
共

通
鮎
と
違
い
は
な
に
か
､
ま
た
そ
れ
ら
を
貫
-
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
概
念
の
定
立
は
可
能
か
｡
四
年
の
期
間
内
に
､
先

行
研
究
の
整
理
と
新
た
な
事
例
研
究
に
も
と
づ
い
て
､
こ

う
し
た
問
い
へ
の
答
え
を
探
る
と
と
も
に
､
総
合
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
撃
が
ひ
と
つ
の
新
た
な
知
と
し
て
'

(制
度
)

や

(学
問
)
の
動
態
的
把
握
や

(合
意
形
成
)
の
プ
ロ
セ
ス
､

聾
術
の
心
理

･
社
食
的
効
用
な
ど
に
つ
い
て
な
に
を
数

え
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
｡

ま
ず
は
問
璽

息
識
を
共
有
す
る
た
め
､
富
面
は
基
本
文

朗

戯
の
把
握
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
｡
初
年
度
の
今
年

3

は
､
自
由
費
表
や
ゲ
ス
ト
講
演
も
交
え
つ
つ
､
前
期
に
お

も
に
言
語
哲
撃
や
文
学
理
論
の
分
野
で
の
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
論
の
最
新
成
果
を
示
す
文
献
の
､
ま
た
後
期
は
そ
の

ル
ー
ツ
と
も
い
う
べ
き
古
典
的
文
献
の
紹
介

･
譲
解
を

行
な
っ
た
｡

四
月

一
八
日

五
月

九
日

五
月
二
三
日

六
月

一
三
日

六
月
二
七
日

七
月

二

日

l
〇
月
三

1
日

1
7
月

1
二
日

研
究
合

趣

旨

説

明

と
l
ohn
R
.

S
e
a
rle
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

理
論
の

紹
介

大
浦

康
介

バ
グ

ェ
ル
の

『虚
構
世
界
』
を
譲

む

‥
｢隔
離
主
義
｣
S
e
g
re
g
a
tio
ロ
･

ism
批
判
を
め
ぐ

っ
て
河
田

撃

M
a
rie-
L
a
u
re
R
y
a
n
.
P
o
ssib
te

W
o
rld
s,

A
rtific
ia
l

t
n
te
tli･

g

e

nce,a
n

d
N
a
rra
tiv

eTheory

を
謹
む

岩

松

正

洋

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の

｢少
女
｣

園
田

浩
二

中
田
秀
夫
監
督

『女
優
蚕
』
を
観
る

石
田

美
紀

古
代
ギ
-
シ
ア
に
お
け
る

｢過
去
｣

の
創
出

庄
司

大
亮

P
h
o
to
g
ra
p
h
ie
‥
fic
tio
n
n
a
rra
I

t
io
n

(
｢寓
虞

‥
虚
構

･
物

語
｣
)

X
a
v
ie
r
M
a
rte
t

(ゲ
ス
ト

)
奥
泉

光
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一
一
月
二

一
日

ヒ
ユ
ー
ム

『人
性
論
』
を
謹
む

王
寺

賢
太

1
二
月

五
日

H
a
n
s
V
a
i
h
in
g
e
r.
D
ie
P
h
ilo
so
･

p
h
ie
d
e
s

A
Is
O
b
を

謹
む
岡
田

暁
生

1
二
月

一
九
日

抗
争
す
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
?

‥
四

月

1
0
日
の

｢神
話
｣
を
め
ぐ
っ
て

小
関

隆

啓
蒙
の
運
命
-
系
譜
撃
の
試
み

班
長

富
永

茂
樹

｢啓
蒙
｣

は
､

1
八
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
思
想
的
な

一

潮
流
を
指
示
す
る
の
み
な
ら
ず
､
普
遍
的
な
償
値
を
持

っ

た
理
念
の
据
い
手
と
し
て
､
お
よ
そ
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
後

の
世
界
各
国
に
お
い
て
追
求
さ
れ
､
あ
る
い
は
し
ば
し
ば

批
判
を
受
け
て
き
た
概
念
で
も
あ
っ
た
｡
こ
の
後
者
の
観

鮎
か
ら
す
れ
ば
､
｢啓
蒙
｣
は
､
近
代
の
杜
合
が
､
そ
の
都

度
の
自
己
の
組
織
化

･
再
組
織
化
に
際
し
て

｢近
代
｣
白

身
を
反
省
す
る
際
の
鍵
概
念
で
あ
っ
た
と
言
え
る
｡
｢啓

蒙
｣
の
批
判
と
再
考
が
､
｢ボ
ス
-
モ
ダ
ン
｣
と
も
言
わ
れ

る
今
日
､
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
や
近
代
の
諸
制
度

･
諸

学
問
分
野
に
封
す
る
度
重
な
る
批
判
と
､
国
民
国
家
分
立

の
世
界
シ
ス
テ
ム
･
代
議
制
民
主
主
義
､
あ
る
い
は

｢市

民
社
舎
｣
･
｢文
化
｣
･
｢教
養
｣
な
ど
､
近
代
社
合
の
理
念

と
制
度
の
動
揺

･
衰
退
を
う
け
て
'
再
び
思
想
史
研
究

･

人
文
学
研
究
の
重
要
な
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
い
る
こ

と
は
､
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
'
フ
ー
コ
ー
､
デ
-
ダ
と
い
っ
た

現
代
の
哲
学
者
た
ち
に
よ
る

｢啓
蒙
｣
再
考
の
試
み
に

よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
｡

本
研
究
で
は
､
｢啓
蒙
｣
を
､
1
八
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

思
想
潮
流
を
指
示
す
る
時
代
概
念
と
'
近
代
敢
合
の
組
織

化

･
再
組
織
化
に
際
し
て
の
鍵
概
念
と
す
る
二
重
の
射

程
を
持

っ
た
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
た
上
で
､
西
欧
諸
国

の
み
な
ら
ず
､
ア
ジ
ア
･
ア
メ
-
カ
･
ロ
シ
ア
な
ど
を
含

め
た
世
界
的
な
展
望
の
も
と
に
'
思
想
史

･
敢
合
筆

･
文

学

･
峯
衝
撃

･
科
学
史
な
ど
の
多
分
野
の
研
究
者
を
募

り
'
お
よ
そ
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
後
の
世
界
に
お
け
る

｢啓

蒙
｣
の
理
念
と
薫
鏡
の
諸
様
態
に
つ
い
て
の
系
譜
学
的
か

つ
比
較
史
的
な
研
究
を
行
う
｡
一
九
世
紀
以
降
の
世
界
に

お
け
る

｢啓
蒙
｣
の
理
念
と
薫
稜
の
諸
様
態
に
つ
い
て
､

包
括
的
で
･
統

一
的
な
ヴ
ィ
ジ

ョ
ン
を
も

っ
た
歴
史
叙

述
を
提
出
す
る
こ
と
'
ま
た
'
近
代
史
に
お
い
て
｢啓
蒙
｣

が
果
た
し
て
き
た
肯
定
的

･
否
定
的
機
能
の
偏
差
と
恒

常
性
を
明
ら
か
に
し
､
現
在
､
わ
れ
わ
れ
が
な
お

｢啓
蒙
｣

か
ら
受
け
継
い
で
い
る
も
の
は
何
か
'
あ
る
い
は
ま
た

｢啓
蒙
｣
の
何
を

･
ど
の
よ
う
に
受
け
継
ぐ
こ
と
が
で
き

る
か
を
提
起
す
る
こ
と
が
本
研
究
の
目
的
で
あ
る
｡

四
月
二
二
日

五
月

1
三
日

五
月
二
〇
日

六
月

三
日

六
月

一
七
日

七
月

1
日

共
同
研
究
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て

富
永

茂
樹

カ
ッ
シ
ー
ラ
ー

『啓
蒙
の
哲
学
』
と

そ
の
周
達

王
寺

賢
太

ア
ザ
ー
ル
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
の
危

機
』
を
謹
む

森
本

淳
生

ア
ザ
ー
ル
『十
八
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

思
想
』
を
謹
む

伊
藤

玄
吾

コ
ゼ
レ
ッ
ク

『批
判
と
危
機
』
を
讃

む

藤
原

辰
史

ヴ

ェ
ン
ト
ゥ
1
-

『啓
蒙
の
ユ
ー
-

ピ
ア
と
改
革
』
を
謹
む
坂
本
優

1
郎

七
月

一
五
日

九
月

一
六
日

九
月
三
〇
日

一
〇
月

七
日

l
〇
月
二

一
日

一
丁
月

五
日

1
1
月

1
1
日

一
一
月
二
六
日

一
二
月

一
七
日

ス
タ
ロ
バ
ン
ス
キ
ー

『自
由
の
創

出
』
･
『理
性
の
標
章
』
を
謹
む

田
中
繭
理
子

エ
リ
ア
ス
『文
明
化
の
過
程
』
･
『宮

廷
杜
合
』
を
謹
む

葛
山

泰
央

ポ
ー
コ
ッ
ク

『T
he
M

a
ch
ia
v
eu
i･

a
n
M
o
m
en
t』
を
謹

む
前
川

虞
行

ポ
ー

コ
ッ
ク

『B
a
rba
rism

a
n
d

R
e
Ligi
o
n
』
を
謹
む

ラ
シ
ョ
ウ

l
a
m

e
s

S
ch
m
id
t
(e
d
)

､
『W
h
a
t

is
E
n
lig
hten
m
e
n
t
～
』

P
a

rtl,tZ

を
讃
む

暫
藤

渉

Ja
m
es
Sch
m
idt
(
e

d
)､
『W

h
a
t

is
E
ntigh
tenme
n
t
?
)
I

P
a
r
t

Z
l
i

を
謹
む

小

田

川

大

典

フ
ユ
レ

『
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
考
え

る
』
-
革
命
の
終
蔦
を
め
ぐ
っ
て

北
垣

徹

統
治
性
'
王
櫨
､
政
治

-

フ
-

コ
I
晩
年
の
プ
ロ
プ
レ
マ
テ
ィ
ッ

ク
を
め
ぐ
っ
て

市
田

良
彦

公
共
圏
の
喧
喋
と

人外
)
の
沈
獣
-

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
『公
共
性
の
構
造
樽

換
』
と

｢啓
蒙
｣

佐
藤

淳
二

王
権
と
儀
桂

班
長

藤
井

正
人

本
共
同
研
究

(二
〇
〇
五
年
四
月
-
二
〇
〇
九
年
三

月
)
は
､
王
権
と
儀
程
と
の
関
係
を
古
代
イ

ン
ド
の
王
樺

儀
穂
を
中
心
に
研
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
｡
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ヴ

ェ
-
ダ
文
願
を
基
礎
資
料
に
し
て
い
る
が
､
イ
ン
ド
撃

の
諸
分
野
の
は
か
､
歴
史
学
､
考
古
学
､
美
術
史
､
人
類

学
な
ど
の
複
数
の
視
軸
か
ら
資
料
を
分
析
す
る
と
と
も

に
､
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
と
地
域
に
お
け
る
王
権
と
儀
鰻
に

関
わ
る
問
題
を
比
較
研
究
の
封
象
と
し
て
い
る
｡
隔
週
に

開
い
て
い
る
研
究
合
で
は
､
合
講
と
報
告
合
を
組
み
合
わ

せ
て
'
初
年
度
は
､
禽
譲
を
二
回
行
な
う
ご
と
に
､
報
告

合
を

一
回
行
な
っ
て
い
る
｡
合
議
で
は
､
ヴ
ェ
-
ダ
祭
式

文
願
の
中
か
ら
王
即
位
式

(
ラ
ー
ジ
ャ
ス
I
ヤ
)
に
関
す

る
箇
所
を
解
讃
し
て
い
る
｡
便
宜
上
､
新
資
料
で
あ
る

ヴ
ァ
-
ド
ゥ
I
ラ
･
シ
ュ
ラ
ウ
タ
ス
ー
ト
ラ
を
中
心
に

謹
み
進
め
て
い
る
が
､
す
べ
て
の
関
連
箇
所
を
整
理
し

て
､
こ
の
儀
碑
に
関
す
る
文
献
資
料
を
集
成
す
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
る
｡
報
告
合
で
は
､
メ
ン
バ
ー
お
よ
び
ゲ

ス
ト
ス
ピ
ー
カ
I
が
､
｢王
権
と
儀
樫
｣
に
関
係
す
る

テ
ー
マ
で
報
告
し
て
い
る
｡
合
講
が
あ
る
程
度
進
ん
だ
段

階

で
､
作
成
し
た
資
料
を
報
告
合
で
提
示
し
て
､
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
分
析
し
検
討
す
る
こ
と
も
濠
定
し
て
い

る
｡
五
月

六
日

第

一
回
研
究
合

(報
告
合

一
)

共
同
研
究

｢王
権
と
儀
檀
｣
事
始
め

藤
井

正
人

六
月

三
日

第
二
回
研
究
合

(報
告
舎
二
)

T
h
e

N
a
sa
ty
a
s

a
n
d

P
r
oto-

A
ryanr
e
tigi

o
n

Par
pota

六
月

一
七
日

第

三

回

研

究

合

(
含

讃

一)

V
a
d
h
u
lal
S
ra
u
ta
su
tra

l

〇
､

1
'

1
1

1

七

梶

原

三

恵
子

七
月

一
日

第
四
回
研
究
舎

(合
譲
二
)

V
a
d
h
u
ta
I
S
r
a
u
t

asutra
1

C
)I

1
､

l
八

⊥

ハ
○

手
嶋

英
貴

七
月

1
五
日

第
五
回
研
究
舎

(報
告
合
三
)

T
h
e
em
erg
en
ce
o
f
th
e
-a
r
g
e

s
t

ates
and
ofe
m

p
ir
e

in

E
a
s
ナ

e
r
n

N
o
r
t
h

ln
d
ia

W

it
z
e
l

九
月
三
〇
日

第
六
回
研
究
合
(含
講
三
)

V
a
d
h
u
taI
S
ra
u
ta
su
tra

1

0
'

l
､
六

7-
10
､
二
､
二〇

(Ⅰ
)

井
狩

禰
介

1
0
月

一
四
日

第
七
回
研
究
合

(舎
譲
四

)

V
a
d
h
u
la-
S
ra
u
ta
su
tra

1

0
'

1､
六
1

-
7
0

､

二

､

二

〇

(Ⅱ
)

井
狩

禰
介

l
〇
月
二
八
日

第
八
回
研
究
舎

(合
讃
五

)

V
a
d
h
u
taI
S
ra
u
tasu
tra

10
'

二

､

二
一

-
四
三

大
島

智
靖

一
一
月

一
八
日

第
九
回
研
究

舎

(報
告
合
四
)

文
化
人
類
学
か
ら
み
た
イ
ン
ド
の

王
権

-

ル
イ

･
デ

ュ
モ
ン

『
ホ

モ
･
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ク
ス
』
と
そ
れ
以

後

田
中

雅

1

一
二
月

二
日

第

1
0
回
研
究
舎

(舎
譲
六
)

v
a
d
hutaI
S
ra
u
ta
su
tra

1
0
'

二

､

四
四-
一〇
､
三
､
七
横
地

優
子

l
二
月

1
六
日

第

1
1
回
研
究
禽

(合
議
七
)

V
a
d
h
u
la-
S
ra
u
ta
su
tra

一
〇
､

三

､

八

-

二

八

赤
松

明
彦

客
員
部
門

近
代
京
都
研
究

班
長

丸
山

宏

甜

か
つ
て
の
首
都
と
し
て
の
文
化
の
長
い

｢侍
統
｣
と
､

Cy'

近
現
代
の

1
地
方
都
市
と
い
う
社
舎

･
経
済
的
現
賓
と

の
相
克
が
'
近
代
京
都
の
歴
史
を
織
り
な
し
て
き
た
縦
線

と
横
線
と
考
え
れ
ば
'
｢侍
統
｣
と
現
薫
の
互
い
に
ず
れ

た
都
市
性
格
を
い
か
に
調
整
す
る
か
が
明
治
以
来
現
在

ま
で
京
都
の
寅
際
の
政
治
的
課
題
で
あ
っ
た
｡
こ
の
ず
れ

の
な
か
に
､
近
代
京
都
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
へ
の
森
口
が

潜
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
｡
｢近
代
の
歴
史
都
市
と
し
て

の
京
都
｣
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
諸
問
題
を
練
合
的
に
論

じ
､
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
具
髄
的
な
主
題
を
互
い
に
論
じ

な
が
ら
､
近
代
現
代
の
京
都
の
根
本
問
題
を
見
通
す
税
座

を
考
え
て
き
た
｡
二
〇
〇
六
年
度
に
は
'
三
年
間
の
共
同

研
究
の
報
告
書
を
ま
と
め
る
｡

一
月
二
二
日

二
月

1
九
日

三
月

一
六
日

三
月

一
九
日

四
月

〓
ハ
日

五
月
二
八
日

｢国
民
公
園
｣
京
都
御
苑
の
近
代

～

京
都
に
お
け
る
遺
産
公
園
と
し

て

の
特
僅
-

井
原

縁

有
職
故
貴
家

･
猪
熊
洩
麿猪
熊

兼
勝

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

大
阪
市
松

島

･
川
口
蕃
居
留
地

･
飛
田
新
地

宇
治
川
水
力
饗
電
所
工
事
と
朝
鮮

人
努
働
者

水
野

直
樹

京
都
風
致
行
政
の
戦
前
戦
後
-

市

民
か
ら
み
た
風
致
保
全
制
度
伊
従

勉

京
都
府
董
学
校
と
泉
涌
寺
御
座
所

田
島

達
也



嚢 報

『我
楽
多
珍
報
』
の
周
連

-

京
都
日

日
新
聞
社
を
中
心
に
-
福
井

純
子

六
月

1
八
日

地
膚
分
布
か
ら
み
た
近
代
京
都

の

文
化
史
撃
と
民
俗
学

林

淳

コ
メ
ン
ト

一

小
林

丈
贋

コ
メ
ン
ト
二

佐
藤

健
二

九
月

1
七

-
1
八
日

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

宿

地
域
構
造

凋
落
の
能
楽
師
-
序

七
月
八
-
九
日

人
文
研
夏
期
講
座

京
都
の

｢公
的
記
憶
｣

の
記
憶
｣

近
代
京
都
名
勝
考

-

風
致

-

山
田

誠

小
野

芳
朗

と

｢共
同
健

小
林

丈
贋

京
都
の
森
林

丸
山

宏

知
山
市
､
加
悦
町

研
究
報
告

高
久
嶺
之
介

七
月
三

〇
日

近
代
京
都
と
国
風
文
化

･
安
土
桃

山
文
化

高
木

博
志

都
市
の
計
童
と
京
都
イ
メ
ー
ジ
の

愛
遷

-

明
治

･
大
正

･
昭
和
の
三

断
面

伊
従

勉

柳
田
園
男
生
誕

二
二
〇
周
年
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢京
都

で
謹
む
柳
田

園
男
｣
(柳
田
国
男
の
合
と
共
催
)

京
都
で
ま
な
ん
だ
柳
田
園
男
加
藤

秀
俊

主
な
登
場
人
物

-

京
都
で
柳
田
国

男
と
民
俗
学
を
考
え
て
み
る
-

菊
地

暁

三

つ
子
に
鮒
鰭

-

昭
和
七
年

･
京

都

に
お
け
る
民
俗
学
/
土
俗
撃
に

つ
い
て
ー

土
居

浩

戦
後
京

都
学
派
に
お
け
る
柳
田
国

男
の
受
容
に
つ
い
て

鶴
見

太
郎

日
向

進

関
戸
未
帆
子

九
月
三

〇
日

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

西
本
願
寺
､

宇
佐
美
松
鶴
堂

一
〇
月

一
五
日

五
二
合
品
評
合
か
ら
み
た
明
治
期

京
都
の
産
業

宇
佐
美
同
種

茨
木
キ
-
シ
タ
ン
遺
物
の
尊
兄

高
木

博
志

1
1
月

1
九
日

近
代
京
都
の
建
碑
と
史
蹟
創
出

-

｢
三
宅
安
兵
衛
遺
志
｣
碑
と
京
都
市

数
青
倉
建
立
碑

中
村

武
生

京
都
大
学
に
お
け
る

｢学
徒
出
陣
｣

-

京
都
大
学
大
学
文
書
館
に
お
け

る
調
査
よ
り
-

西
山

伸

1
二
月

l
O
日

遷
都
千
百
年
紀
念
祭
と
府
斯
連
合

事
業

-

明
治
中
期
に
お
け
る
国
民

祭
典

の
構
造
と
歴
史
的
環
境

-

鈴
木

栄
樹

昭
和
大
槽
に
み
る
京
都
の
観
光
行

政

工
藤

泰
子

:)10/-



東 方 学 報

個

人

研

究

人
文
学
研
究
部

フ
ラ
ン
ス
の
詩
学

宇
佐
美

奔

前
近
代
日
本
の
文
明
史
的
研
究

横
山

俊
夫

近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
法
と
政
治山
室

信

1

フ
ラ
ン
ス
革
命
と
近
代
的
主
催
の
成
立

富
永

茂
樹

近
代
朝
鮮
の
政
治
と
社
合

水
野

直
樹

在
日
米
軍
を
中
心
と
す
る
軍
事
共
同
鱒
の
人
類
学
的

研
究

田
中

雅

一

文
学
理
論
の
研
究

大
浦

康
介

ヴ
ェ
-
ダ
文
願
の
生
成
と
侍
承
の
研
究

藤
井

正
人

人
種

･
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
論

竹
滞

泰
子

戦
前
期
日
本
の
工
業
化
と
華
僑
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
龍
谷

直
人

近
代
天
皇
制
の
文
化
史
的
研
究

高
木

博
志

近
代
日
本
の
撃
術
と
西
洋

高
階
槍
里
加

現
代
社
合
に
お
け
る
生
物
撃

･
生
命
科
学
加
藤

和
人

音
楽
に
お
け
る
ロ
マ
ン
液
と
メ
ロ
ド
ラ
マ
的
音
楽

岡
田

暁
生

1
九
世
紀
末
イ
ギ
-
ス
の
ポ
ピ

ュ
ラ
ー

･
コ
ン
サ

グ
ァ
テ
ィ
ズ
ム

小
関

隆

南
ア
ジ
ア
の
歴
史
人
類
学

田
連

明
生

近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
叙
述
と
政
治
思
想王
寺

賢
太

南
ア
ジ
ア
･
ム
ス
-
ム
社
食
の
杜
舎
構
造
小
牧

幸
代

近
代
日
本
民
俗
誌
シ
ス
テ
ム
の
研
究

菊
地

暁

近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
際
金
融
研
究

坂
本
優

7
郎

近
代
西
洋
醤
学
費
展
史
研
究
お
よ
び
身
髄
論田
中
柘
理
子

ナ
チ
ス
･
ド
イ
ツ
の
農
業
政
策

藤
原

辰
史

近
代
日
本
に
お
け
る
教
育
/
教
化
/
宗
教
の
関
係
史

谷
川

穣

近
代
朝
鮮
在
住
日
本
入
社
合
の
研
究

李

昇
樺

身
髄
技
法
の
認
識
論

倉
島

哲

近
代
詩
の
虚
構
性

久
保

昭
博

東
方
撃
研
究
郡

中
園
の
小
説
､
演
劇
及
び
説
唱
文
学
の
歴
史

船
山

文
字
コ
ー
ド
理
論

安
岡

イ
ス
ラ
ー
ム
東
漸
史
の
研
究

相
葉

併
敬
研
究
知
識
ベ
ー
ス

t
滞
儒
教
を
例
と
し
て

ウ
ィ
ッ
テ
ル
ン
'
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン

中
国
共
産
業
史
の
研
究

石
川

頑
浩

秦
漢
時
代
の
制
度
史

宮
宅

潔

清
代
の
道
教
龍
門
派
の
歴
史
及
び
内
丹
の
研
究

エ
ス
ポ
ジ
ト
'
モ
ニ
カ

高
麗
官
僚
制
度
研
究

矢
木

毅

中
国
近
世
の
隣
家
支
配
の
研
究

古
松

崇
志

文
字
定
義
情
報
に
基
づ
-
文
書
表
現
系
に
関
す
る
研

究

守
岡

知
彦

客
家
語
お
よ
び
そ
の
周
蓮
言
語
の
記
述
研
究

中
園
美
術
の
様
式
と
意
味

中
国
建
築
の
様
式

･
技
法

･
空
間

近
代
中
国
の
綿
紡
織
業

道
教
思
想
研
究

敦
煙
寓
本
の
言
語
史
的
研
究

中
国
古
代
中
世
の
法
制

宿
代
の
文
化
と
牡
合

中
隊
科
学
の
思
想
史
的
考
察

近
代
中
国
の
財
政
と
社
食

先
秦
時
代
の
金
文

古
代
中
園
の
考
古
学
研
究

金曽
布
川

田
中
蘇奔
谷
高
田
富
谷
井
波
武
田
岩
井
滝
噂
岡
村

幕
末
期
の
畿
内

･
近
国
社
台

岩
城

卓
二

川
西
走
廓
の
漢
戒
諸
語
の
記
述
言
語
学
的
研
究
池
田

イ
ン
ド
･
中
園
に
お
け
る
儒
教
の
学
術
と
実
践

文
京寛淡

時
彦
邦
夫
時
雄至

陵

一

時
昌
茂
樹
達
郎
秀
典巧

中
西

中
観
儒
教
給
童
の
研
究

大
原

中
園
古
代
中
世
の
官
制
史

藤
井

モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
文
化
政
策
と
出
版
活
動
宮

中
固
執
晋
南
北
朝
志
怪
の
成
立
背
景

佐
野

明
代
後
期
北
虜
南
倭
時
代
の
中
国
社
食

山
崎

律 嘉 裕
之 豊 樹

中
国
家
具
と
そ
の
使
用
に
関
す
る
研
究

中
国
唐
宋
の
文
学
批
評

中
国
庸
末
宋
初
碍
思
想
研
究

高
井
た
か
ね

永
田

知
之

暫
藤

智
寛



蓑 報

事

業

概

況

第

一
回
T
O
K
Y

O
漢
籍

S
E
M
iN
A

R

開
所
七
六
周
年
記
念
公
開
講
演
舎

二
〇
〇
五
年

一
一
月
四
日

於

本
館
大
合
議
室

界

面
と
し
て
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

守
岡

知
彦

ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な
り
た
い
-
･
1

繰
習
曲
の
思
想
と

一

第
五
日

(
一
〇
月
七
日
)

N
I

I
練
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
全
国
漢
籍

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

二
〇
〇
五
年

三
月

7
二
日

於

撃
術
繰
合
セ
ン
タ
ー

｢書
寓
の
文
化
史
｣

｢漢
評
価
典
の
成
立

｣

｢使
え
な
い
字
-
講
と
漢
籍
｣

退
職
記
念
講
演
含

二
〇
〇
五
年
三
月

l
七
日

漢
字

の
誕
生

(千
代
田
匠

一
ツ
橋
)

富
谷

至

船
山

徹

井
波

陵

一

於

本
館
大
合
議
室

教
授

小
南

一
郎

九
世
紀
-

雲
岡
石
窟
寺
の
考
古
学
研
究

漢
字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
講
習
書

･
二
〇
〇
五
年
度
漢
籍
捨
富
職
員
講
習
舎

第

一
日
(一
〇
月
三
日
)

岡
田

暁
生

岡
村

秀
典

(初
級
)

古
代
シ
ュ
メ
ー
ル
の
土
地
制
度

-

一
枚
の
粘
土
板
か
ら
な
に
が
謹
み
と
れ
る
か
-

教
授

前
川

和
也

夏
期
公
開
講
座二
〇
〇
五
年
七
月

於

本
館
大
合
議
室

第
二
日

古
都
イ
メ
ー
ジ
の
近
代
と
現
賓

八
日

京
都
の

｢公
的
記
憶
｣
と

｢共
同
健
の
記
憶
｣

京
都
市
歴
史
資
料
館
主
任

小
林

丈
贋

第
三
日

近
代
京
都
名
勝
考
-
京
都
の
森
林
風
致
1

名
城
大
学
教
授

･
人
文
科
学
研
究
所
客
員
教
授

丸
山

宏

九
日

近
代
京
都
と
国
風
文
化

･
安
土
桃
山
文
化
高
木

博
志

都
市
の
計
書
tと
京
都
イ
メ
ー
ジ
の
撃
遷

-

明
治

･
大
正

･
昭
和
の
-
断
面
-

人
間

･
環
境
学
研
究
科
教
授

伊
従

勉

第
四
日

漢
籍

に
つ
い
て
東
京
大
挙
東
洋
文
化
研
究
所
教
授

大
木

康

漢
籍
目
録
の
構
造
1
漢
籍
整
理
の
基
礎

文
筆
研
究
科
助
教
授

宇
佐
美
文
理

カ
ー
ド
の
取
り
方
-
漢
籍
整
理
の
賓
蔑山
崎

獄

(
1
0
月
四
日
)

工
具
書
に
つ
い
て

藤
井

律
之

漢
籍
目
録
カ
ー
ド
作
成
賓
習

(
一
〇
月
五
日
)

文
字

コ
ー
ド
と
テ
キ
ス
ト
虞
理
の
歴
史

ウ
ィ
ッ
テ
ル
ン
'
ク
-
ス
テ
ィ
ア
ン

目
録
検
索
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索

安
岡

孝

一

漢
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て

高
田

時
雄

漢
籍
デ
ー
タ
入
力
責
習

(
一
)

(
一
〇
月
六
日
)

漢
籍

目
録
を
謹
む

千
葉
大
学
文
学
部
助
教
授

古
勝

隆

一

漢
籍
デ
ー
タ
入
力
薫
習

(二
)

園
立
情
報
学
研
究
所
教
授

実
習
解
説

･
二
〇
〇
五
年
度
漢
籍
据
嘗
職
員
講
習
舎

第

一
日
(二
月
七
日
)

四
部
分
類
概
説

中
国
目
録
撃
史

(
一
)

諸
子
百
家
か
ら
子
部
書
へ

叢
書
-
漢
籍
分
類
の
特
色

第
二
日

(
1
1
月
八
日
)

中
国
目
録
撃
史

(二
)

中
国
の
葉
木
に
つ
い
て

武
田

時
昌

梶
痛

苦

滋
賀
醤
科
大
学
嘗
学
部
助
教
授

辻

正
博

叢
書
と
漢
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

漢
籍
デ
ー
タ
入
力
葺
習

(
一
)

第
三
日

(
1
1
月
九
日
)

中
国
目
録
撃
史

(三
)

朝
鮮
の
漢
籍
に
つ
い
て

安
岡

孝

一

矢
木

毅

漢
籍
デ
ー
タ
入
力
葦
習

(二
)

第
四
日

(
1
1
月

l
〇
日
)

現
代
中
図
書

に
つ
い
て

横
演
国
立
大
草
大
草
院
国
際
配
合
科
学
研
究
科

助
教
授

村
上

衛

漢
籍
デ
ー
タ
入
力
賓
習

(三
)

第
五
日

(
二

月

二

日
)

『東
洋
学
文
戯
類
目
』
に
つ
い
て
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富
山
大
学
人
文
学
部
助
教
授

賓
習
解
説

森
賀

一
恵

梶
浦

曹

所

員

動

静

｡
王
寺
貿
太
氏
を
助
教
授

(人
文
学
研
究
部
)
に
採
用

(
一
月

一
日
付
)
0

｡
小
南

一
郎
教
授

(東
方
撃
研
究
部
)
は
定
年
に
よ
り
退

職

(三
月
三

一
日
付
)
0

｡
前
川
和
也
教
授

(人
文
学
研
究
部
)
は
定
年
に
よ
り
退

職

(三
月
三

一
日
付
)｡

｡
崖
下
裕
之
助
手

(東
方
撃
研
究
部
)
は
離
任
の
上

(≡

月
三

一
日
付
)､
神
戸
大
学
文
学
部
助
教
授
に
就
任
｡

｡

村
上
衛
助
手

(東
方
撃
研
究
部
)
は
解
任
の
上

(三
月

三

l
日
付
)
､
横
演
国
立
大
学
大
挙
院
園
際
社
倉
科
撃

研
究
科
助
教
授
に
就
任
｡

｡

金
文
京
教
授

(東
方
撃
研
究
郡
)
を
嘗
研
究
所
長

(四

月

一
日
～
二
〇
〇
七
年
三
月
三

一
日
)
及
び
附
属
漢
字

情
報
研

究
セ

ン
タ
ー
長

(四
月

一
日
～
九
月
三
〇
日
)

に
併
任
｡

｡
横
山
俊
夫
教
授

(人
文
学
研
究
部

･
大
学
院
地
球
環
境

草
堂

雨
任
)
は
副
聾
長
な
ら
び
に
国
際
交
流
推
進
機

構
長
に
併
任

(四
月

一
日
付
)
｡

｡
岩
城
卓
二
大
阪
教
育
大
学
助
教
授
を
助
教
授

(人
文
学

研
究
部
)
に
採
用

(四
月

1
日
付
)
.

｡

竹
滞
泰
子
助
教
授

(人
文
学
研
究
部
)
は
富
研
究
所
教

授

(人
文
撃
研
究
部
)
に
昇
任

(四
月

1
日
付
)
｡

｡

岡
村
秀
典
助
教
授

(東
方
撃
研
究
部
)
は
富
研
究
所
教

授

(東
方
撃
研
究
部
)
に
昇
任

(四
月

一
日
付
)
｡

｡
永
田
知
之
氏
を
助
手

(附
属
漢
字
情
報
研
究

セ
ン

タ
ー
)
に
採
用

(五
月

一
日
付
)
｡

｡
斉
藤
智
寛
東
北
大
学
大
学
院
文
筆
研
究
科
助
手
を
助

手

(附
属
漢
字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
)
に
採
用

(八
月

1
日
付
)
.

｡
森
本
淳
生
助
手

(人
文
学
研
究
部
)
は
辞
任
の
上

(八

月
三

一
日
付
)
､

一
橋
大
学
大
学
院
言
語
杜
合
研
究
科

助
教
授
に
就
任
｡

｡
森
時
彦
教
授

(東
方
撃
研
究
部
)
を
附
属
漢
字
情
報
研

究
セ
ン
タ
ー
長
に
併
任

(
1
0
月

一
日
～
二
〇
〇
七
年

三
月
三

一
日
)
｡

｡
久
保
昭
博
氏
を
助
手

(人
文
学
研
究
部
)
に
採
用

(
一

二
月

一
日
付
)
｡

｡
池
田
巧
助
教
授

(東
方
撃
研
究
部
)
は
'
文
部
科
学
省

科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
二
〇
〇
四
年

1
二
月
二

四
日
大
阪
管
､
香
港
城
市
大
撃
及

び
西
南
民
族
大
学
に

於
い
て
東
チ
ベ
ッ
ト
の
地
名
と
民
族
語
の
分
布
に
関

す
る
研
究
打
合
せ
及
び
資
料
収
集
を
行
い
'

一
月
三
日

帝
国
｡

｡
岩
井
茂
樹
教
授

(東
方
撃
研
究
部
)
は
'

一
月
六
日
大

阪
寄
､
中
開
人
民
大
草
で
開
催
の
中
日
学
者
清
史
研
究

座
談
合
に
於
い
て
学
術
報
告
を
行
い
､

1
月
八
日
蹄

園
｡

｡
池
田
巧
助
教
授

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学
省

科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､

一
月
六
日
大
阪
費
､
中

央
民
族
大
学
痛
撃
研
究
中
心
に
於
い
て
ム
ニ
ャ
語
及

び
カ
ム
方
言
の
記
述
調
査
を
行
い
､

l
月

1
二
日
韓

国
｡

｡
高
田
時
雄
教
授

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
文
部
科
挙
省

研
究
接
鮎
形
成
費
補
助
金
に
よ
り
'

一
月

1
七
日
大
阪

寄
､
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
に
於
い
て
唐
代
ナ

-

ツ
ジ
ベ
ー
ス
に
関
す
る
打
合
せ
及
び
若
手
研
究
者

の
責
習
打
合
せ
を
行
い
､

一
月

一
九
日
韓
国
｡

o
山
室
信

1
教
授

(人
文
学
研
究
部
)
は
､

l
月

一
八
日

大
阪
番
､
成
均
館
大
学
校
に
於
い
て
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム

｢東

ア
ジ
ア
近
代
知
性
の
東

ア
ジ
ア
認
識
｣
に
出

席

･
講
演
を
行
い
､

一
月
二
二
日
帝
国
｡

｡
高
田
時
雄
教
授

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
文
部
科
挙
省

研
究
嫁
鮎
形
成
費
補
助
金
に
よ
り
､

一
月
二
〇
日
大
阪

費
､
中
国
園
家
囲
書
館
に
於
い
て
日
中
共

同
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

｢漢
字
文
戯
資
料
庫
的
新
技
術
｣
に
出
席
及

び
研
究
打
合
せ
を
行
い
､

1
月
二
四
日
蹄
園

｡

｡
ウ
ィ
ッ
テ
ル
ン
､
ク
-
ス
テ
ィ
ア
ン
助
教
授

(附
属
漢

字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
)
は
､
文
部
科
学
省
研
究
接
鮎

形
成
費
補
助
金
に
よ
り
､

一
月
二
〇
日
大
阪
寄
､
中
国

国
家
囲
書
館
に
於
い
て
日
中
共

同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

｢漢
字
文
献
資
料
庫
的
新
技
術
｣
に
出
席
及
び
報
告
を

行
い
､

l
月
二
四
日
韓
国
｡

｡
安
岡
孝

1
助
教
授

(附
属
漢
字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
)

は
'
文
部
科
学
省
研
究
接
鮎
形
成
費
補
助
金
に
よ
り
､

l
月
二
〇
日
大
阪
寄
､
中
隊
国
家
囲
書
館
に
於
い
て
日

中
共
同

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

｢漢
字
文
戯
資
料
庫
的
新
技

術
｣
に
出
席
及
び
報
告
を
行
い
､

一
月
二
四
日
韓
国
｡

｡
守
岡
知
彦
助
手

(附
属
漢
字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
)

は
､
文
部
科
学
省
研
究
嬢
鮎
形
成
費
補
助
金
に
よ
り
､

1
月
二
〇
日
大
阪
聾
､
中
国
国
家
囲
書
館
に
於
い
て
日

中
共
同

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

｢漢
字
文
献
資
料
庫
的
新
技

術
｣
に
出
席
及
び
研
究
打
合
せ
を
行
い
､

一
月
二
四
日
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掃
園
｡

.
山
崎
獄
助
手

(附
属
漢
字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
)
は
､

文
部
科
撃
省
研
究
凌
鮎
形
成
費
補
助
金
に
よ
り
､
一
月

二
〇
日
大
阪
寄
､
中
鱗
国
家
圏
書
館
に
於
い
て
日
中
共

同

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

｢漢
字
文
献
資
料
庫
的
新
技
術
｣

に
出
席
及
び
研
究
打
合
せ
を
行
い
､

一
月
二
四
日
韓

国
｡

｡
竹
滞
泰
子
助
教
授

(人
文
学
研
究
部
)
は
､

一
月

一
九

日
成
田
賛
､
ハ
-
ヴ
ァ
t
ド
大
学
に
於
い
て
人
種
に
関

す
る
資
料
収
集
及
び
研
究
打
合
せ
を
行
い
､
1
月
二
六

日
韓
図
.

｡

田
中
雅

一
教
授

(人
文
学
研
究
部
)
は
､
文
部
科
挙
省

科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
1
月

1
五
日
大
阪
驚
､

国
立
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
学
に
於
い
て
イ
ン
ド
系
質
屋

の
研
究
及
び
文
献
収
集

･
調
査
を
行
い
'
一
月
三
〇
日

掃
園
｡

｡
田
中
柘
理
子
助
手

(人
文
学
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学

省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､

一
月
二
五
日
大
阪

費
､
ロ
ン
ド
ン
大
学
に
於
い
て
1
九
世
紀
微
生
物
学
研

究
に
関
す
る
資
料
収
集
を
行
い
､

1
月
三

一
日
韓
国
｡

｡
ウ
ィ
ッ
テ
ル
ン
､
ク
-
ス
テ
ィ
ア
ン
助
教
授

(附
属
漢

字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
)
は
､
文
部
科
撃
省
研
究
接
鮎

形
成
費
補
助
金
に
よ
り
､

一
月
二
五
日
大
阪
尊
､
中
華

備
撃
研
究
所
及
び
中
華
電
子
併
典
協
合
に
於
い
て
唐

代
ナ
-
ッ
ジ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
の
研
究
打
合
せ
を
行

い
､
二
月

一
日
韓
国
｡

｡
水
野
直
樹
教
授

(人
文
撃
研
究
部
)
は
､

一
月
二
九
日

大
阪
番
､
ソ
ウ
ル
大
学
に
於
い
て
韓
国
敢
合
史
学
合
特

別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
及
び
資
料
調
査
､
国
家
記
録

院
に
於
い
て
資
料
調
査
を
行
い
､
二
月
五
日
帝
国
｡

｡
金
文
京
教
授

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
文
部
科
聾
省
科

学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
二
月
二
三
日
大
阪
番
､
ソ

ウ
ル
大
学
圏
書
館
に
於
い
て
中
国
撃
関
係
資
料
調
査
､

韓
国
精
神
文
化
研
究
院
に
於
い
て
韓
国
寓
言
文
学
舎

二
〇
〇
五
年
度
東
亜
国
際
学
術
大
倉
に
出
席
及
び
論

文

馨
表
を
行
い
､
二
月
二
六
日
帝
国
｡

｡
山
室
信

1
教
授

(人
文
学
研
究
部
)
は
､
二
月
二

一
日

大
阪
賛
､
ミ
ャ
ン
マ
I
に
於
い
て

｢
ア
ジ
ア
に
お
け
る

記
憶
追
跡
と
調
査
活
動
｣
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
い
､

二
月
二
七
日
韓
国
｡

｡
竹
滞
泰
子
助
教
授

(人
文
学
研
究
部
)
は
'
二
月
二

一

日
成
田
寄
､
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
ズ
研
究
所
､
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
立
大
学
及
び
ハ
-
ヴ
ァ
-
ド
大
学
に
於
い
て
ア

ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
研
究
者
の
封
ア
ジ
ア
意
識
に
関

す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
い
'
三
月

一
日
韓
国
｡

｡
守
岡
知
彦
助
手

(附
属
漢
字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
)

は
'
文
部
科
学
省
研
究
揚
鮎
形
成
費
補
助
金
に
よ
り
'

二
月
二
七
日
大
阪
挙
､
中
国
国
家
囲
書
館
及
び
北
京
新

世
紀
日
航
飯
店
に
於
い
て
日
中
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ

｢漢
字
文
献
資
料
庫
的
新
技
術
｣
に
出
席
及
び
研
究

打
合
せ
を
行
い
､
三
月
四
日
韓
国
｡

｡
高
田
時
雄
教
授

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
文
郡
科
学
省

科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
'
二
月
二
六
日
大
阪
挙
､

プ
ロ
イ
セ
ン
財
開
国
立
国
書
館
及
び
オ
ー
ス
-
-
ア

国
立
囲
書
館
に
於
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
現
存
中
国
撃
資

料
収
集
及
び
調
査
を
行
い
､
三
月
五
日
挿
図
｡

｡
変
谷
邦
夫
教
授

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学
省

科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
三
月

l
日
大
阪
襲
､
中

山
大
撃
に
於
い
て
江
南
道
教
に
関
す
る
研
究
打
合
せ
､

雲
南
省
社
台
科
学
院
等
に
於
い
て
道
教
遺
跡
の
調
査

及
び
資
料
蒐
集
を
行
い
､
三
月
六
日
韓
国
｡

｡
金
文
京
教
授

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学
省
科

学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
三
月
三
日
大
阪
番
､
中
国

国
家
圏
書
館
に
於
い
て
中
国
近
世
出
版
資
料
調
査
を

行
い
､
三
月
六
日
韓
国
｡

｡
森
本
淳
生
助
手

(人
文
学
研
究
部
)
は
､
文
部
科
撃
省

科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
三
月

一
日
大
阪
馨
､
フ

ラ
ン
ス
園
立
国
書
館
及
び
ク
レ
ル
モ
ン
･
フ
ェ
ラ
ン

大
撃
に
於
い
て
ヴ
ァ
レ
-
-

『若
き
バ
ル
ク
』
に
関
す

る
資
料
調
査
を
行
い
､
三
月

一
三
日
蹄
園
｡

｡
田
達
明
生
助
教
授

(人
文
学
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学

省
研
究
接
鮎
形
成
費
補
助
金
に
よ
り
'
三
月

一
一
日
大

阪
賛
､
ヤ
ン
ゴ
ン
大
挙
に
於
い
て
国
際
合
議

｢
イ
ワ
ラ

ジ
デ
ル
タ
に
お
け
る
村
民
の
暮
ら
し
と
農
業
環
境
の

整
容
｣
に
出
席
及
び
パ
ガ
ン
係
数
遺
跡
観
察
を
行
い
､

三
月

一
六
日
韓
国
｡

｡
真
下
裕
之
助
手

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学
省

科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
'
三
月

一
三
日
大
阪
聾
'

パ
ン
ジ
ャ
ブ
大
学
囲
書
館
に
於
い
て
前
近
代
イ
ン
ド

に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
家
制
度
の
動
態
的
研
究

に
関
す
る
文
戯
調
査
及
び
資
料
収
集
を
行
い
､
三
月

一

九
日
韓
園
｡

｡
小
牧
幸
代
助
手

(人
文
学
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学
省

科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
三
月
五
日
大
阪
饗
'
イ

ス
ラ
ー
ミ
-
ヤ
大
学
､
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
大
挙
及
び
政
策

撃
研
究
所
等
に
於
い
て
｢
イ
ン
ド
北

･
西
部
に
お
け
る

都
市
型
祭
程
の
壁
容
に
関
す
る
文
化
人
類
学
的
研
究
｣
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に
関
わ
る
現
地
調
査

･
文
献
調
査
を
行
い
､
三
月
二
〇

日
尿
閉
rJ

｡
高
井
た
か
ね
助
手

(附
属
漢
字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
)

は
､
文
部
科
学
省
研
究
嫁
鮎
形
成
費
補
助
金
に
よ
り
､

三
月

1
0
日
大
阪
馨
､
蘭
州
市
､
西
寧
市
､
張
液
市
､

酒
泉
市

及
び
教
壇
市
等
に
於
い
て
壁
蓋
'
唐
代
併
教
美

術
及
び
唐
代
城
虻
に
関
す
る
調
査
を
行
い
'
三
月
二

一

日
帝
国
｡

｡
寵
谷
直
人
助
教
授

(人
文
学
研
究
部
)
は
､
日
本
学
術

振
興
舎
受
託
研
究
費
に
よ
り
､
三
月

1
八
日
大
阪
寄
､

香
港
大
学
に
於
い
て
第

二
ハ
回
人
類
学
研
究
合
に
出

席
し
､
三
月
二
二
日
韓
園
｡

｡
船
山
徹
助
教
授

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
三
月

一
四
日

大
阪
寄
､
中
華
悌
撃
研
究
所
に
於
い
て
イ
ン
ド
備
敬
史

に
関
す
る
研
究
打
合
せ
を
行
い
､
三
月
二
三
日
蹄
園
｡

｡
金
文
京
教
授

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
三
月
二
四
日
大

阪
賛
､
漢
陽
大
学
に
於
い
て
韓
国
中
国
語
学
国
際
合
議

に
出
席
及
び
論
文
沓
表
を
行
い
､
三
月
二
五
日
蹄
園
｡

｡
中
西
裕
樹
助
手

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学
省

科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
三
月

一
二
日
大
阪
番
､

贋
東
省
海
豊
解
に
於
い
て
シ
ョ
オ
語
の
記
述
調
査
及

び
資
料
収
集
を
行
い
､
三
月
二
七
日
帝
国
｡

O
横
山
俊
夫
教
授

(人
文
学
研
究
部
)
は
､
三
月
二

一
日

大
阪
饗
､
平
成

7
六
年
度
文
部
科
学
省

｢科
学
技
術
国

際
協
力
の
縫
合
的
推
進

へ派
遣
)
事
業
｣
に
よ
り
､
ケ

ン
ブ
-

ツ
ジ
大
学

･
環
境
研
究
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ

(C
E
I
)
iii催
､
｢気
候
埜
動
特
別
セ
",ナ
I
｣
に
参

加
､
意
見
交
換
を
行
い
､
三
月
三
〇
日
韓
国
｡

｡

岡
村
秀
典
助
教
授

(東
方
撃
研
究

部
)
は
､
三
月
二
七

日
福
岡
饗
､
旅
順
博
物
館
に
於
い
て
遼
東
の
追
跡
調
査

を
行
い
､
三
月
三

l
日
蹄
園
｡

｡
金
文
京
教
授

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
四
月
五
日
大
阪

驚
､
香
港
城
市
大
撃
に
於
い
て
講
演
を
行
い
､
四
月

l

〇
日
蹄
園
｡

｡
陳
慶
浩
客
員
教
授
は
､
四
月
八
日
大
阪
賛
､
董
漕
国
立

嘉
義
大
学
に
於
い
て
第
二
屈
中
国
小
説
戯
曲
国
際
学

術
研
討
合
に
出
席
し
､
四
月

二

日
蹄
園
｡

｡

武
田
時
昌
教
授

(附
属
漢
字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
)

は
､
四
月
二
四
日
大
阪
挙
､
ラ
デ
ィ
ソ
ン
･
ソ
ウ
ル
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
於
い
て

｢
日
韓
科
学
史

･
儒
学
史
比
較

研
究
｣
研
究
合
議
に
出
席
し
､
四
月
二
八
日
解
団
｡

｡
ウ
ィ
ッ
テ
ル
ン
､
ク
-
ス
テ
ィ
ア
ン
助
教
授

(附
属
漢

字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
)
は
､
四
月

一
五
日
大
阪
尊
､

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
科
学
院
に
於
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ

｢中
国
石
刻
悌
典
｣
に
出
席
､
フ
ラ
ン
ス
規
格
協
合

に
於
い
て
T
E
I
評
議
委
員
合
に
出
席
し
'
五
月
二
日

韓
国
｡

｡
古
松
崇
志
助
手

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
文
部
科
挙
省

研
究
嬢
鮎
形
成
費
補
助
金
に
よ
り
'
五
月

一
日
大
阪

聾
､
巴
林
右
旗
博
物
館
､
内
蒙
古
文
物
考
古
研
究
所
及

び
中
国
国
家
固
書
館
等
に
於
い
て
遺
跡

･
文
物
調
査
､

研
究
打
合
せ
を
行
い
､
五
月

〓

日
韓
園
｡

｡
曾
布
川
寛
教
授

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
五
月

一
〇
日

大
阪
費
､
墓
潜
大
挙
撃
術
史
研
究
所
に
於
い
て
外
部
評

償
'
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
及
び
故
宮
博
物
院

に
於
い
て
美
術
資
料
蒐
集
を
行
い
､
五
月

一
四
日
韓

国
｡

｡
矢
木
毅
助
教
授

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学
省

科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
五
月

二

日
大
阪
馨
､

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
ア
カ
デ
-
I
に
於
い
て
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

｢東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
死
刑
｣
に
出
席
し
研

究
費
表
を
行
い
､
五
月

一
七
日
韓
国
｡

｡
富
谷
至
教
授

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
文
部
科
撃
省
科

学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
五
月

l
O
日
大
阪
尊
､
ス

ウ

ェ
ー
デ
ン
王
立

ア
カ
デ
-
I
に
於
い
て
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

｢東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
死
刑
｣
に
出
席
し
研

究
聾
表
を
行
い
､
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
学
に
於
い
て
研

究
打
合
せ
を
行
い
､
五
月

一
九
日
舞
園
｡

｡
竹
揮
泰
子
教
授

(人
文
学
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学
省

海
外
先
進
教
育
研
究
賞
蹟
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
補
助
金

に
よ
り
､
三
月
三
〇
日
成
田
尊
､
ハ
ー
グ
ァ
-
ド
大
学

に
於
い
て
人
種
に
関
す
る
資
料
収
集
及
び
研
究
打
合

せ
を
行
い
､
五
月
二
〇
日
韓
観
｡

｡
田
中
柘
理
子
助
手

(人
文
学
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学

省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
五
月
二
五
日
大
阪

寄
､
パ
-

･
パ
ス
ツ
ー
ル
研
究
所
に
於
い
て
微
生
物
撃

研
究
に
関
す
る
資
料
調
査
を
行
い
､
六
月
四
日
帝
国
｡

｡

ウ
ィ
ッ
テ
ル
ン
､
ク
-
ス
テ
ィ
ア
ン
助
教
授

(附
属
漢

字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
)
は
､
文
部
科
学
省
研
究
掠
鮎

形
成
費
補
助
金
に
よ
り
'
六
月

7
三
日
大
阪
尊
､
ヴ
ィ

ク
ト
-
ア
大
学
に
於
い
て
A
C
H
/
A
L
L
C
二
〇

〇
五
年
度
共
同
年
合
に
出
席
及
び
研
究
寄
表
を
行

い
､

六
月
二
〇
日
轟
園
｡

｡

高
田
時
雄
教
授

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学
省

研
究
接
鮎
形
成
費
補
助
金
に
よ
り
､
六
月
二
三
日
大
阪

饗
､
上
海
融
合
科
挙
院
に
於
い
て

｢古
代
内
陸
ア
ジ
ア

と
中
国
文
化
国
際
学
術
研
討
合
｣
に
出
席
及
び
漢
字
文
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願
の
調
査
を
行
い
'
六
月
二
七
日
韓
国
｡

｡
佐
野
誠
子
助
手

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学
省

科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
六
月
二
六
日
大
阪
聾
､

南
京
博
物
院
､
復
唐
大
学
及
び
上
海
博
物
館
に
於
い
て

中
国
南
朝
宗
教
資
料
の
調
査
を
行
い
､
六
月
三
〇
日
蹄

園
｡

｡

宮
紀
子
助
手

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学
省
科

学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
七
月

一
日
大
阪
尊
､
墨
漕

国
家
圏
書
館
及
び
故
宮
博
物
院
に
於
い
て

『元
史
』
の

志
と
表
の
再
編
纂
の
研
究
に
関
す
る
調
査
及
び
資
料

収
集
を
行
い
､
七
月
八
日
蹄
園
｡

｡
田
連
明
生
助
教
授

(人
文
学
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学

省
科
学
研
究
費
補
助
金
及
び
京
都
大
学
教
育
研
究
振

興
財
圏
助
成
金
に
よ
り
､
三
月
二
二
日
大
阪
零
､
イ
ン

ド
､
ジ
ャ
ワ
ハ
ル
ラ
ル
･
ネ
ル
-
大
挙
に
於
い
て
国
際

合
議
に
出
席
､
園
立
文
書
館
に
於
い
て

｢南
ア
ジ
ア
近

代
に
お
け
る

『民
主
主
義
と
開
馨
』｣
の
歴
史
的
研
究
､

サ
ト
カ
ル
大
学
等
に
於
い
て

｢白
由
と
ダ
ル
マ
の
人
類

学

‥
現
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
地
域
倫
理
の
模
索
｣
研
究

を
行
い
､
七
月

一
〇
日
韓
国
｡

｡
高
田
時
雄
教
授

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学
省

研
究
接
鮎
形
成
費
補
助
金
に
よ
り
､
七
月
三
日
大
阪

馨
､
ロ
シ
ア
園
立
ア
カ
デ
-
1
東
方
撃
研
究
所
ペ
テ
ル

ブ
ル
グ
支
所
に
於
い
て
漢
字
文
献
の
調
査
及
び
敦
蛙

撃
国
際
連
絡
委
員
合
幹
事
合
に
出
席
し
'
七
月

一
〇
日

韓
国
｡

｡
森
本
淳
生
助
手

(人
文
学
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学
省

科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
六
月
二
四
日
大
阪
零
､

フ
ラ
ン
ス
観
立
国
書
館
､
国
際
文
化
セ
ン
タ
ー
及
び
ク

レ
ル
モ
ン
･
フ
ェ
ラ
ン
大
学
に
於
い
て
ポ
ー
ル

･

ヴ
ァ
レ
-
1
に
関
す
る
資
料
調
査
及
び
研
究
饗
表
等

を
行
い
､
七
月

一
一
日
韓
国
｡

｡
エ
ス
ポ
ジ
ト
､
モ
ニ
カ
助
教
授

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､

七
月
二
三
日
大
阪
尊
､
墓
漕
中
央
研
究
院
に
於
い
て
道

教
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
研
究
打
合
せ
を
行
い
､
七

月
二
五
日
韓
国
｡

｡

ウ
ィ
ッ
テ
ル
ン
､
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
助
教
授

(附
属
漢

字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
)
は
､
七
月

1
八
日
大
阪
饗
'

中
華
儒
学
研
究
所
及
び
中
華
電
子
併
典
協
合
に
於
い

て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
'
デ
ジ
タ
ル
･
テ
キ
ス
ト
の
た
め

の
プ
ロ
グ
ラ
-
ン
グ
に
出
席
及
び
研
究
打
合
せ
を
行

い
､
七
月
二
七
日
韓
国
｡

｡

藤
原
辰
史
助
手

(人
文
学
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学
省

科
挙
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
'
七
月

l
八
日
大
阪
馨
､

ベ
ル
-
ン
､
-
ヒ
タ
ー
フ
ェ
ル
デ
連
邦
文
書
館
に
於
い

て
ナ
チ
ス
期
農
業
政
策
に
関
す
る
資
料
収
集
を
行
い
､

八
月
七
日
韓
国
｡

｡
岡
村
秀
典
教
授

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学
省

科
挙
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
八
月
五
日
大
阪
番
､
駅

西
省
考
古
研
究
所
に
於
い
て
追
跡
の
考
古
学
的
調
査

を
行
い
､
八
月

1
二
日
韓
国
｡

｡
高
田
時
雄
教
授

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
八
月
九
日
成

田
寄
､
大
英
圏
書
館
及
び
プ
ロ
イ
セ
ン
園
立
圏
書
館
に

於
い
て
奈
良
平
安
古
窯
樫
及
び
関
連
文
献
調
査
を
行

い
､
八
月

l
八
日
蹄
隣
｡

｡
池
田
巧
助
教
授

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学
省

科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
七
月
二
三
日
大
阪
聾
､

中
央
民
族
大
学
'
西
南
民
族
大
挙
､
寧
夏
大
草
及
び
康

定
近
郊
に
於
い
て
木
雅
語
及
び
カ
ム
方
言
の
記
述
調

査
を
行
い
､
八
月
二
四
日
韓
国
｡

｡
金
文
京
教
授

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学
省
科

学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
八
月

l
七
日
大
阪
饗
､
首

都
師
範
大
学
に
於
い
て
中
国
古
代
小
説
文
献
輿
数
字

化
国
際
研
討
舎
及
び
明
代
文
学
輿
文
化
国
際
学
術
研

討
合
に
参
加

･
論
文
沓
表
を
行
い
､
八
月
二
四
日
韓

国
｡

｡
水
野
直
樹
教
授

(人
文
学
研
究
部
)
は
､
八
月
二

一
日

大
阪
番
､
上
海
に
於
い
て
第
四
回
ア
ジ
ア
研
究
者
世
界

大
食
に
参
加

･
聾
表
及
び
資
料
調
査
を
行
い
､
八
月
二

六
日
韓
国

｡
中
西
裕
樹
助
手

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学
省

科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
八
月
七
日
大
阪
聾
､
香

港
申
文
大
学
及
び
海
空
願
願
詰
所
公
室
に
於
い
て

シ
ョ
オ
語
の
現
地
調
査
及
び
資
料
収
集
を
行
い
､
八
月

二
七
日
韓
国
｡

｡

李
昇
樺
助
手

(人
文
学
研
究
部
)
は
､
八
月

1
四
日
大

阪
賛
､
ソ
ウ
ル
国
立
中
央
圏
書
館
､
国
史
編
纂
委
員
舎

及
び
韓
国
撃
中
央
研
究
院
に
於
い
て
日
本
外
務
省
の

朝
鮮
人
官
僚
研
究
及
び
植
民
地
居
住
者
の
帝
国
譲
合

請
願
事
項
に
関
す
る
研
究
の
た
め
の
資
料
調
査
を
行

い
､
八
月
二
七
日
蹄
闘
｡

｡

船
山
徹
助
教
授

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
京
都
大
学
教

育
研
究
振
興
財
圏
助
成
金
等
に
よ
り
､
八
月
二
〇
日
大

阪
尊
､
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
於
い
て
八
世
紀
の
イ

ン
ド
の

係
数
認
識
論
に
お
け
る
宗
教
的
側
面
に
関
す
る
研
究

馨
表
及
び
資
料
収
集
を
行
い
､
八
月
三
〇
日
韓
国
｡

｡
山
室
信

一
教
授

(人
文
学
研
究
部
)
は
､
文
郡
科
学
省
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科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
八
月
二
三
日
大
阪
零
､

ゴ
ビ
自
然
博
物
館
､
モ
ル
ツ
ォ
ク
砂
丘
に
於
い
て
ゴ
ビ

砂
漠
地
域
に
お
け
る
空
聞
構
成

･
生
業
の
態
様
と
そ

の
展
示
方
法
の
調
査
､
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
に
於
い
て
都

市
部

･
草
原
地
域
に
お
け
る
空
間
認
識
及
び
モ
ン
ゴ

ル
･
東
ア
ジ
ア
の
政
治
思
想
史
に
関
す
る
史
跡
調
査

を
行
い
､
八
月
三
〇
日
蹄
園
｡

｡
菊
地

暁
助
手

(人
文
学
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学
省

科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
八
月
二
三
日
大
阪
賛
､

ゴ
ビ
自
然
博
物
館
､
モ
ル
ツ
ォ
ク
砂
丘
に
於
い
て
ゴ
ビ

砂
漠
地
域
に
お
け
る
空
間
構
成

･
生
業
の
態
様
と
そ

の
展
示
方
法
の
調
査
､
ウ
ラ
ン
バ
ー
-
ル
に
於
い
て
都

市
部

･
草
原
地
域
に
お
け
る
空
間
認
識
及
び
モ
ン
ゴ

ル
･
東
ア
ジ
ア
の
政
治
思
想
史
に
関
す
る
史
跡
調
査

を
行
い
､
八
月
三
〇
日
舞
園
｡

｡
谷
川

穣
助
手

(人
文
学
研
究
部
)
は
､
文
部
科
挙
省

科
挙
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
八
月
二
三
日
大
阪
寄
､

ゴ
ビ
自
然
博
物
館
､
モ
ル
ツ
ォ
ク
砂
丘
に
於
い
て
ゴ
ビ

砂
漠
地
域
に
お
け
る
空
間
構
成

･
生
業
の
態
様
と
そ

の
展
示
方
法
の
調
査
､
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
に
於
い
て
都

市
部

･
草
原
地
域
に
お
け
る
空
間
認
識
及
び
モ
ン
ゴ

ル
･
東
ア
ジ
ア
の
政
治
思
想
史
に
関
す
る
史
跡
調
査

を
行
い
､
八
月
三
〇
日
蹄
園
｡

｡
坂
本
優

一
郎
助
手

(人
文
学
研
究
部
)
は
､
文
部
科
挙

省
科
挙
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
八
月

一
六
日
大
阪

聾
､
大
英
国
書
館
及
び
ギ
ル
ド
ホ
ー
ル
圏
書
館
に
於
い

て
イ
ギ
-
ス
財
政
革
命
の
社
食
的
影
響
に
関
す
る
史

料
調
査
を
行
い
､
八
月
三

7
日
韓
国
｡

｡
古
松
崇
志
助
手

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
八
月

一
九
日

大
阪
零
､
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
匠
イ
-
川
流
域
等
に
於

い
て
歴
史

･
考
古

･
自
然
環
境
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査

を
行
い
､
九
月
三
日
蹄
園
｡

｡
横
山
俊
夫
教
授

(人
文
撃
研
究
部
)

は
､
八
月
二
六
日

大
阪
寄
､
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
於
い

て
第

二

回
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
日
本
研
究
者
協
禽
縫
合
に
て
基
調
講
演
を
行

い
､
九
月
五
日
韓
国
｡

｡
石
川
頑
浩
助
教
授

(東
方
撃
研
究
郡
)
は
､
文
部
科
学

省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
八
月
二
三
日
大
阪

替
､
別
州

(湖
北
省
)
に
於
い
て
中
閥
近
現
代
史
関
係

の
賓
地
調
査
及
び
資
料
調
査
を
行
い
'
北
京
市
梢
案
館

等
に
於
い
て
中
国
社
舎
主
義
文
化
に
つ
い
て
の
資
料

調
査
を
行
い
､
九
月
六
日
蹄
園
｡

｡
森
時
彦
教
授

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学
省
科

学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
八
月
二
三
日
大
阪
費
､
武

漢
､
別
州
'
常
州
､
上
海
等
に
於
い
て
中
国
願
制
に
関

す
る
現
地
調
査
及
び
資
料
調
査
を
行
い
'
九
月
六
日
韓

国
｡

｡
小
関
隆
助
教
授

(人
文
学
研
究
郡
)
は
'
文
部
科
学
省

科
挙
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
八
月
二
九
日
大
阪
聾
､

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
立
固
書
館
に
於
い
て

｢
1
九
世
紀
末

イ
ギ
-
ス
の
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
･
コ
ン
サ
グ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
｣

に
関
わ
る
史
料
調
査
を
行
い
､
九
月
八
日
蹄
園
｡

｡

相
葉
穣
助
教
授

(東
方
撃
研
究
部
)
は
'
八
月

l
六
日

大
阪
脅
､
イ
ラ
ン
に
お
け
る
前
イ
ス
ラ
ー
ム
期
遺
跡
群

共
同
学
術
調
査
を
行
い
､
九
月
九
日
蹄
園
｡

｡
大
原
嘉
豊
助
手

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
文
部
科
挙
省

科
挙
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
九
月

l
日
大
阪
饗
､
杭

州
､
湖
州
､
蘇
州
及
び
上
海
に
於
い
て
中
国
係
数
美
術

資
料
調
査
を
行
い
､
九
月

一
二
日
舞
園
｡

｡
岩
井
茂
樹
教
授

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
文
部
科
撃
省

科
挙
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
九
月

一
三
日
大
阪
尊
､

無
錫
市
及
び
上
海
市
内
に
於
い
て
中
国
嚇
制
の
研
究

に
か
か
わ
る
葺
地
調
査
及
び
資
料
収
集
を
行
い
､
九
月

l
八
日
蹄
観
｡

｡
森
時
彦
教
授

(東
方
撃
研
究
部
)
は
'
文
部
科
学
省
科

撃
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
九
月

二
二
日
大
阪
賛
､
無

錫
市
及
び
上
海
市
内
に
於
い
て
中
国
願
制
の
研
究
に

か
か
わ
る
賓
地
調
査
及
び
資
料
収
集
を
行
い
､
九
月

一

八
日
鍔
際
｡

｡
エ
ス
ポ
ジ
ト
､
モ
ニ
カ
助
教
授

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､

八
月
二
〇
日
大
阪
馨
､
コ
レ
ー
ジ

ュ
･
ド
･
フ
ラ
ン
ス

囲
書
館

に
於
い
て
道
戒
輯
要
計
量
調
査
を
行
い
､
九
月

二
六
日
婦
随
｡

｡
宮
紀
子
助
手

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学
省
研

究
嬢
鮎
形
成
費
補
助
金
に
よ
り
､
九
月

1
九
日
大
阪

費
'
遼
寧
省
文
物
考
古
研
究
所
､
遼
寧
省
博
物
館
等
に

於
い
て
遼
寧
省
に
お
け
る
遼
文
化
の
歴
史

･
現
状

･

環
境
に
関
す
る
撃
術
調
査
を
行
い
､
九
月
二
六
日
帝

国
｡

｡
古
松
崇
志
助
手

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学
省

研
究
擦
鮎
形
成
費
補
助
金
に
よ
り
､
九
月

一
九
日
大
阪

饗
'
遼
寧
省
文
物
考
古
研
究
所
､
遼
寧
省
博
物
館
等
に

於
い
て
遼
寧
省
に
お
け
る
遼
文
化
の
歴
史

･
現
状

･

環
境
に
関
す
る
学
術
調
査
を
行
い
､
九
月
二
六
日
帝

国
｡

｡
大
原
嘉
豊
助
手

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学
省

研
究
操
鮎
形
成
費
補
助
金
に
よ
り
､
九
月

1
九
日
大
阪
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馨
､
遼
寧
省
文
物
考
古
研
究
所
'
遼
寧
省
博
物
館
等
に

於
い
て
遼
寧
省
に
お
け
る
遼
文
化
の
歴
史

･
現
状

･

環
境
に
関
す
る
学
術
調
査
を
行
い
､
九
月
二
六
日
韓

国
｡

｡
ウ
ィ
ッ
テ
ル
ン
､
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
助
教
授

(附
属
漢

字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
)
は
､
九
月
二
五
日
大
阪
賛
､

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
於
い
て
T
E
I
ワ
ー
キ

ン
グ

･
グ
ル
ー
プ
合
議
に
出
席
及
び
研
究
打
合
せ
を

行
い
､
九
月
三
〇
日
韓
国
｡

｡
大
浦
康
介
教
授

(人
文
学
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学
省

科
撃
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
九
月
二
三
日
大
阪
挙
､

フ
ラ
ン
ス
杜
舎
科
学
高
等
研
究
院
及
び
フ
ラ
ン
ス
国

立
囲
書
館
に
於
い
て
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
研
究
の
た
め
の

資
料
調
査
及
び
研
究
打
合
せ
を
行
い
､
一
〇
月
三
日
韓

国
｡

｡

倉
島
哲
助
手

(人
文
撃
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学
省
科

学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
九
月
二
八
日
成
田
尊
､
フ

ラ
ン
ス
外
務
省
図
際
合
議
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
ア
ジ

ア
･
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
第
二
合
議
に
出
席

･
研
究
報
告

を
行
い
､

一
〇
月
三
日
韓
国
｡

｡
池
田
巧
助
教
授
(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学
省

科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
1
0
月

1
日
大
阪
馨
､

大
英
国
書
館
及
び
フ
ラ
ン
ス
国
立
囲
書
館
に
於
い
て

ナ
ム
語
文
戯
調
査
を
行
い
､

一
〇
月

一
四
日
韓
国
｡

｡
岡
村
秀
典
教
授

(東
方
撃
研
究

部
)
は
､
文
郡
科
挙
省

科
挙
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､

一
〇
月

一
七
日
大
阪

聾
､
西
安
､
洛
陽
､
耶
邸
等
に
於
い
て
北
醜
時
代
の
遺

跡
と
出
土
遺
物
の
調
査
を
行
い
､

一
〇
月
三
〇
日
韓

国
｡

｡
藤
井
律
之
助
手

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学
省

科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､

一
〇
月
二
〇
日
大
阪

蚤
､
西
安
､
洛
陽
､
郡
部
等
に
於
い
て
北
魂
時
代
の
追

跡
と
出
土
遣
物
の
調
査
を
行
い
､

一
〇
月
三
〇
日
縮

図
｡

｡
加
藤
和
人
助
教
授

(人
文
学
研
究
部
)
は
､

一
〇
月
二

三
日
大
阪
寄
､
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
に
於
い

て
第
八

回
国
際
H
a
p
M
a
p
合
議
及
び
米
国
人
類
遺
博
学
舎
に

出
席
し
､

l
〇
月
三

l
日
掃
闘
｡

｡
中
西
裕
樹
助
手
(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学
省

科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､

一
〇
月
二
六
日
大
阪

蚤
､
庭
門
大
草
に
於
い
て
第
三
八
回
国
際
漢
戒
語
草
術

研
討
合
に
出
席
し
､

二

月
二
日
帝
国
｡

｡
B
E
N
-
A
R
t,
E
y
a
t
外
国
人
研
究
員
は
､

二

月

l
日

大
阪
寄
､
香
港
大
学
日
本
研
究
所
に
於
い
て
口
述
試
験

等
を
行
い
､

二

月
三
日
韓
国
｡

｡
ウ
ィ
ッ
テ
ル
ン
'
ク
-
ス
テ
ィ
ア
ン
助
教
授

(附
属
漢

字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
)
は
､

一
〇
月
二
六
日
大
阪

寄
､
ブ
ル
ガ
-
ア
科
学
院
に
於
い
て
T
E
I
メ
ン
バ
ー

ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
出
席
､
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
科
学
院

に
於
い
て
石
刻
悌
典
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
の
研

究
打
合
せ
を
行
い
､

一
一
月
六
日
韓
園
｡

O
山
室
信

一
教
授

(人
文
学
研
究
部
)
は
､

二

月
二
日

大
阪
零
､
ソ
ウ
ル
大
撃
に
於
い
て
講
演
及
び
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

｢国
際
政
治
と
東
ア
ジ
ア
｣
参
加
を
行
い
'

一
一
月
六
日
韓
国
｡

｡

岡
田
暁
生
助
教
授

(人
文
学
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学

省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､

一
一
月
九
日
大
阪

寄
､
フ
ィ
レ
ン
チ
ェ
音
楽
院
固
書
館
及
び
ヴ

ェ
ネ
チ
ア

音
楽
院
囲
書
館
に
於
い
て

一
九
世
紀
オ
ペ
ラ
に
関
す

る
資
料
調
査
を
行
い
､

l
一
月

一
五
日
蹄
園
O

｡
安
岡
孝

一
助
教
授

(附
属
漢
字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
)

は
､
文
部
科
学
省
研
究
接
鮎
形
成
費
補
助
金

(
一
部
先

方
負
捨
)
に
よ
り
､

1
1
月

一
二
日
大
阪
尊
､
上
海
師

範
大
学
に
於
い
て
教
壇
撃
知
識
庫
国
際
学
術
研
討
合

に
出
席
し
､

二

月

1
五
日
韓
国
｡

｡
高
田
時
雄
教
授

(東
方
畢
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学
省

研
究
接
鮎
形
成
費
補
助
金

(
一
部
先
方
負
据
)
に
よ

り
､

一
一
月
九
日
大
阪
饗
'
香
港
大
学
に
於
い
て
第
五

次
中
文
文
献
資
源
共
建
共
享
合
議
に
出
席
､
上
海
師
範

大
学
に
於
い
て
敦
爆
撃
知
識
庫
国
際
学
術
検
討
合
に

出
席
し
､

一
一
月

一
六
日
韓
国
｡

｡
田
中
雅

l
教
授

(人
文
学
研
究
郡
)
は
､

二

月

一
九

日
大
阪
尊
､
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
･
ア
ジ
ア
文
明
博
物
館
に

於
い
て
身
髄
資
源
及
び
性
の
表
象
に
つ
い
て
の
調
査

を
行
い
､

1
一
月
二

一
日
韓
国
｡

｡
小
牧
幸
代
助
手

(人
文
学
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学
省

科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
二

月
六
日
大
阪
賛
､

デ
-
1
に
於

い
て
ム
ス
-
ム
聖
者

こ
ザ
-
ム

ッ

デ
ィ
ー
ン
の
墓
廟
に
お
け
る
聖
者
祭
の
調
査
を
行
い
､

二

月
二
七
日
帝
国
｡

｡
B
E
N
-
A
R
Z,
E
y
a
l
外
図
人
研
究
員
は
､

二

月
二

一

日
大
阪
寄

､

ル
ン
ド
大
学
に
於
い
て
文
化
人
類
学
に
関

す
る
合
議
に
出
席
､
マ
ル
モ
大
挙
に
於
い
て
講
演
を
行

い
､

1
1
月
二
八
日
蹄
闘
｡

｡

田
中
雅

一
教
授

(人
文
学
研
究
部
)
は
､
文
部
科
畢
省

科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
1
二
月
二
日
大
阪
饗
､

ゴ
ア
に
お
い
て
薬
用
植
物
の
生
産
､
流
通
､
消
費
に
つ
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い
て
の
調
査
､
国
際
合
議

｢胎
輿
交
換
経
済
に
お
け
る

貨
幣
資
源
の
浸
透
｣
に
出
席
及
び
寄
表
を
行
い
､

l
二

月
二

1
日
蹄
囲
｡

｡
中
西
裕
樹
助
手

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学
省

科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､

二

一月
二
二
日
大
阪

饗
､
贋
西
民
族
学
院
に
於
い
て
瀕
危
語
言
園
際
撃
術
研

討
合
に
出
席
し
､

一
二
月
二
五
日
蹄
園
｡

｡
高
田
時
雄
教
授

(東
方
撃
研
究
部
)
は
､
文
部
科
学
省

研
究
掠
鮎
形
成
費
補
助
金
に
よ
り
､
1
二
月
二
四
日
大

阪
寄
､
墓
漕
国
家
囲
書
館
に
於
い
て
漢
籍
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
相
互
乗
り
入
れ
に
関
す
る
研
究
打
合
せ
を
行
い
､

一
二
月
二
七
日
蹄
園
｡

o
山
崎

毅
助
手

(附
属
漢
字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
)

は
､
文
部
科
学
省
科
挙
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
'

1
二

月

1
九
日
大
阪
饗
､
温
州

･
福
建
沿
海
地
域
に
於
い
て

東
ア
ジ
ア
海
域
交
流
史
関
連
史
跡
の
現
地
調
査
を
行

い
､

一
二
月
二
八
日
帝
国
｡

外
国
人
研
究
員

｡
D
O
U
M
E
T
,

C
h
ristia
n

パ
-
第
八
大
学
教
授

ヴ
ィ
ク
トル
･
セ
ガ
レ
ン
の

｢
エ
グ
ゾ
テ
ィ
ス
ム
｣
と

文
化
交
渉

(文
化
生
成
研
究
客
員
部
門
)

受
入
教
員

大
浦
教
授

期
間

三
月

一
日
～
六
月
三
十
日

･
C
H
A
N
.
H
in
g
H
o

フ
ラ
ン
ス
国
立
科
学
セ
ン
タ
ー

研
究
員

二
十
世
紀
以
前
東
ア
ジ
ア
国
際
往
来
者
漢
文
資
料
の

整
理
と
研
究

(文
化
連
関
研
究
客
員
部
門
)

受
入
教
員

高
田
教
授

期
聞

三
月

l
日
～
八
月
三

1
日

｡
安

承
俊

韓
国

撃
中
央
研
究
院
専
門
委
員

東
ア
ジ
ア
古
文
書
学
の
比
較
研
究

(文
化
生
成
研
究
客
員
部
門
)

受
入
教
員

金
教
授

期
間

七
月
七
日
～
二
〇
〇
六
年

一
月
六
日

｡
B
E
N
-
A
R
I
,
E
y
al

エ
ル
サ
レ
ム
･
ヘ
ブ
ラ
イ
大
草

教
授
自
衛
隊
の
文
化
人
類
撃
的
研
究

(文
化
連
関
研
究
客
員
部
門
)
受
入
教
員

田
中
雅

一
教
授

期
間

九
月
七
日
～
二
〇
〇
六
年
三
月

1
日

招
聴
外
国
人
聾
者

｡
王

建
軍

西
北
大
学
慮
用
社
舎
学
部
教
授

清
末
中
国
留
日
学
生
と
近
代
中
国
政
治
受
入
教
員

森
教
授

期
間

二
月
二
日
～
八
月

一
日

O
K
L
HM
B
U
R
G
-
S
A
L
T
E
R
-

D
e
b
o
r
a
h

ウ
ィ
ー
ン

大
挙
磐
術
史
研
究
所
教
授

五
-
九
世
紀
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
考
古
美
術
的
研
究

受
入
教
員

相
葉
助
教
授

期
間

三
月

一
五
日
～
三
月
二
八
日

｡

蕪

哲
茂

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
副
研
究

員京
都
大
学
人
文
科
撃
研
究
所
所
蔵
甲
骨
文
研
究

受
入
教
員

高
田
教
授

期
聞

四
月

1
0
日
～
五
月
九
日

｡
安

承
俊

韓

国
撃

中
央
研
究
院

専
門
委
員

東
ア
ジ
ア
古
文
書
学
の
比
較
研
究
受
入
教
員

金
教
授

期
間

四
月

一
五
日
～
七
月
六
日

｡
陳

金
華

カ
ナ
ダ

･ブ
-
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
挙
助
教
授

唐
代
儒
教
に
お
け
る
法
戒
の
歴
史
的
位
置
づ
け

受
入
教
員

船
山
助
教
授

期
間

四
月
二
〇
日
～
六
月
八
日

｡
池
上

英
子

ニ
ユ
I
･
ス
ク
ー
ル
大
学
大
学
院
教

授祇
園
祭
の
歴
史
杜
舎
撃
的
研
究受
入
教
員

高
木
助
教
授

期
聞

五
月
二
七
日
～
七
月
二
七
日

｡
薬

柴
好

国
立
中

正
大
学
中
国
文
筆
系
教
授

唐
宋
時
期
碍
宋
詩
偏
の
研
究

受
入
教
員

高
田
教
授

期
間

七
月
二
〇
日
～
八
月
五
日

o
葺

蘭
掲

中

央
研

究
院
墓
漕
史
研
究
所
副
研
究
員

六
朝
時
代
に
お
け
る
儒
教
伽
藍
に
示
さ
れ
た
中
国
的

空
間
秩
序

受
入
教
員

田
中
淡
教
授

期
間

八
月

l
日
～
九
月
三
〇
日

｡
頼

恵
敏

中
央

研
究
院
近

代
史
研
究
所
研
究
員

中
国
宿
代
の
地
方
財
政
の
研
究
受
入
教
員

岩
井
教
授

期
間

八
月
二
日
～
九
月

7
日

｡
外
村

中

ヴ

ユ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
学
東
方
文
化
研
究
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所
講
師

中
国
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
造
園
史
の
研
究

受
入
教
員

田
中
淡
教
授

期
間

八
月

一
二
日

～
九
月

T
〇
日

｡
金

海
明

延
世
大

挙
校
文
化

大
学
教
授

平
安
時
代
雅
楽
と
唐
詩
の
関
係
受
入
教
員

高
田
教
授

期
間

九
月

一
日
～
二
〇
〇
六
年
八
月
三

一
日

o
阿

風

中
国
社

含
科
学
院
歴
史
研
究
所
副
研
究
員

中
国
明
清
時
代
に
お
け
る
法
律

･
裁
判
文
書
の
研
究

受
入
教
員

岩
井
教
授

期
間

九
月

一
二
日

-
1二
月

1
0
日

｡

P
R
E
G
A
D
HO
,

F
a
brizio

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学

宗
教
学
部

･
代
行
助

教
授

遺
戒
韓
要
お
よ
び
内
丹
理
論
に
関
す
る
研
究

受
入
教
員

変
谷
教
授

期
間

1
0
月

1
五
日
～
二

〇
〇
六
年
二
月

一
二
日

｡

李

匡
悌

中
央
研
究

院
歴

史
語
言
研
究
所
副
研
究

員束
ア
ジ
ア
の
環
境
と
生
業
を
め
ぐ
る
人
文
情
報
学
的

研
究

受
入
教
員

岡
村
教
授

期
間

l
〇
月

一
九
日

～
二

月

1
八
日

｡
陳

金
華

カ
ナ
ダ

･
ブ
-
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
助
教
授

唐
代
舎
利
信
仰
の
研
究

受
入
教
員

船
山
助
教
授

期
間

一
〇
月
二

〇
日

-
1
二
月
五
日

｡

w
A
N
G
一
Din
g

ベ

ル
-
ン
･
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク

科
学
院
非
常
勤
研
究
員

中
央
ア
ジ
ア
版
刻
史
の
研
究

受
入
教
員

高
田
教
授

期
間

1
1
月
三
日

～
二

〇
〇
六
年

二

月
二
日

｡
G
U
M
B
R
E
C
H
T
,
Co
r
dula
ド
イ
ツ
国
立
囲
書
館

東
ア
ジ
ア

都
主
任

吐
魯
番
探
検
隊
の
研
究
-
ド
イ
ツ
隊
と
大
谷
隊

受
入
教
員

高
田
教
授

期
間

二

月
三
日
～
二

〇
〇
六
年

1
1
月
二
日

｡
桑

兵

中
山
大
学

歴
史

系
教
授

二

〇
世
紀
初
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
文
情
報

受
入
教
員

石
川
助
教
授

期
間

1
1
月

一
〇
日

～
1
1
月

1
九
日

｡
L
E
E

P
u
i
づ
a
k

香

港
大
学
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー

助
教
授

ア
ジ
ア

･
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
の
近
代
日
本

･
香

港

･
上
海
の
金
融
と
関
係
し
て受
入
教
員

龍
谷
助
教
授

期
間

一
二
月
二
三
日

～
二
〇
〇
六
年
三
月
二
二
日

外
国
人
共
同
研
究
者

｡
梁

仁
宴

日
本
の
硯
覚
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る

｢朝
鮮
｣
表
象

受
入
教
員

水
野
教
授

期
聞

四
月

一
日
～
二

〇
〇
六
年
三
月
三

一
日

｡

劉

思
妙

中
華

併
撃

研
究
所
助
理
研
究
員

イ
ン
ド
中
親
板
の
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
に
よ
る

縁
起
田
心想

受
入
教
員

船
山
助
教
授

期
間

七
月

1
二
日
～
八
月

l
五
日

｡
V
O
L
K
ZN
S
F
E
L
D
,
Sv
e
n

-
ユ
ン
ス
タ
ー
大
学
中

国
撃
研
究
所
非
常
勤
講
師

M
e
th
o
d
o
to
gi
es
fo
r
c
o
mp
u

terized
proce
s
s
i
n
g

o
f
cta
s
s

ical
C
hin
e
se

texts

受
入
教
員

ウ

ィ
ッ
テ
ル
ン
助
教
授

期
間

九
月

l
五
日
～

二

月

1
五
日

｡
誓

文

中
国
融

合
科
学
院
考
古
研
究
所
助
理
研

究
員
三
～
六
世
紀
の
装
身
具
か
ら
み
た
束

ア
ジ
ア
の
文
化

交

流

受
入
教
員

岡
村
教
授

期
間

一
二
月

一
八
日

～
二

〇
〇
六
年
三
月

一
日

外
国
人
研
究
生

O
N
A
M
,
P
a
u
l
Sa
n
g
w
o
o
n

植
民
地
期

朝
鮮
に
お
け
る
資
本
主
義
の
展
開

受
入
教
員

水
野
教
授

期
間

四
月

1
日
～
二

〇
〇
六
年
三
月
三

1
日

OS
O
L
O
M
O
N
.D
e
bo
r
ah

一
九
二
九
年
光
州
学
生
運
動
の
研
究
受
入
教
員

水
野
教
授

期
間

七
月

一
日
～
二

〇
〇
六
年
六
月
三

〇
日

OK
E
E
T

.P
h
ilo
m
ena

衣

服

と
遊
ぶ

日
本

の

若
者

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
現
象
で

あ
る
コ
ス
プ
レ
に
見
る
周
縁
性
､
創
造
力
'
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ

受
入
教
員

田
中
雅

1
教
授

期
間

一
〇
月

一
日

～
二
〇
〇
六
年
九
月
三
〇
日
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｡
藤
島

志
赫

中
国
古
代
の
イ
ヌ
の
杜
合
的
意
義受
入
教
員

岡
村
教
授

期
間

一
〇
月

一
日
～
二
〇
〇
六
年
九
月
三
〇
日

OO
D
A
.
E
r
nan
i
S
h
o
iti

在
日
ブ

ラ
ジ

ル
人

と
他

の
移
民

･
マ
イ
ノ
-
テ
ィ
と

の
関
係
に
関
す
る
要
語
的
研
究
受
入
教
員

竹
津
教
授

期
間

7
0
月

7
日
～
二
〇
〇
六
年
三
月
三

1
日

｡
東

浜

芥

中
国
北
京
に
あ
る
家
庭
内
暴
力
に
お
け
る
ジ

ェ
ン

ダ
ー
構
造

受
入
数
員

田
中
雅

一
教
授

期
間

一
一
月

一
日

～
二
〇
〇
六
年
三
月
三

一
日

｡
摩

荊
荊

儒
学
と
現
代
人
の
行
為
の
関
連
受
入
教
員

岩
井
教
授

期
間

1
1
月

一
日
～
二
〇
〇
六
年
三
月
三

l
日

出

版

物

紀
要人
文
学
報

第
九

〇
鍍

(紀
要
第

一
四
七
筋
)

二
〇
〇
四
年
四
月
三
〇
日
刊

人
文

撃
報

第
九

1
鱗

(紀
要
第

1
四
八
研
)

二
〇
〇
四
年

一
二
月
二
五
日
刊

人
文

学
報

第
九
二
親

(紀
要
第

1
五

〇
研
)

二
〇
〇
五
年
三
月
三

7
日
刊

東
方

撃
報

第
七
七
射

(紀
要
第

一
四
九
筋
)

二

〇
〇
五
年
三
月

一
〇
日
刊

東
洋

学
文
献
項
目

二

〇
〇
二
年
度

二
〇
〇
五
年
三
月
二

五
日
刊

Z
ZN
B
V
N
N
u
m
b
e
r

三
七

二
〇

〇
五
年

三
月

刊

研
究
報
告
そ
の
他

｢漢
籍
目
録

-

カ
ー
ド
の
と
り
か
た

京
都
大
学
人

文
科
撃
研
究
所
漢
籍
目
録
カ
ー
ド
作
成
要
領
｣

二
〇
〇
五
年

1
月
二
五
日
刊

『人

種
概
念
の
普
遍
性
を
問
う

-

西
洋
的
パ
ラ
ダ
イ

ム
を
越
え
て
』
(人
文
書
院
)

竹
揮
泰
子
編

二
〇
〇
五
年
二
月
二
〇
日
刊

『中
国

文
明
の
形
成
』
(
朋
友
書
店
)

小
南

一
郎
編

二
〇
〇
五
年
二
月
二
五
日
刊

『橋
本

氏
収
蔵

中
国
書
童
録
』
(東
方
撃
資
料
叢
刊
第

一
三
筋
)

昧
岡
義
人

･
曾
布
川
宏
編

二
〇
〇
五
年
三
月
二
〇
日
刊

｢東

洋
学
へ
の
コ
ン
ピ

ュー
タ
利
用

第

二
ハ
回
研
究

セ
-
ナ
-
｣
(全
国
文
献

･
情
報
セ
ン
タ
ー
人
文
社
舎

科
学
学
術
情
報
セ
-
ナ
-
シ
-
1
ズ

京
都
大
学
撃

術
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
第

77回
研
究
セ
-
ナ
-
)

二
〇
〇
五
年
三
月
二
五
日
刊

『魂
膏

石
刻
資
料
選
注
』

三
園
時
代
の
出
土
文
字
資
料
班

井
波
陵

一
編

二
〇
〇
五
年
三
月
三
〇
日
刊

『身
髄

論
の
す
す
め
』
(
京
大
人
気
講
義
シ
-
I
ズ
､
丸

普
)

共
同
研
究
班

｢身
髄
の
近
代
｣

･
菊
地
暁
編

二
〇
〇
五
年
四
月
三
〇
日
刊

『国
家
形
成
の
比
較
研
究
』
(学
生
社
)

前
川
和
也

･
岡
村
秀
典
編

二

〇
〇
五
年
五
月
三

〇
日
刊

『京
都

大
学
人
文
科
学
研

究
所
漢
籍
分
類

一
覧
』
(朋
友

書
店
)

井
波
陵

一
著

二
〇

〇
五
年

一
一
月
三

〇
日
刊

漢
字

と
情
報

第

一
競
～

第
九
競

二
〇
〇
〇
年

一
〇
月

1五
日
～
二

〇
〇
四
年

l
〇

月

一
五
日
(季
刊
)

漢
字
と
情
報

第

一
〇
競

二
〇
〇
五
年
三
月

一
八
日
刊

漢
字

と
情
報

第

1
0
競
別
冊

(島
田
虞
次
先
生
寄
贈

書
目
録
)

二
〇
〇
五
年
四
月
二

〇
日
刊

漢
字

と
情
報

第

二

鍍

二
〇
〇
五
年

一
〇
月
三

〇
日
刊

･
京

都
大
学
二

一
世
紀
c

o
E
プ
ロ
グ
ラ
ム

｢東
ア
ジ

ア
世
界
の
人
文
情
報
撃
研
究
嫁
鮎

漢
字
文
化
の
全

き
纏
承
と
聾
展
の
た
め
に
｣
賓
施
報
告
書

(接
鮎
-
I

ダ
ー

高
田
時
雄
)

｢書
健

･
組
版
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
｣
報
告
書

(二
〇
〇

三
年

二

月
二
八

･
二
九
日
章
施
)

二
〇
〇
四
年
二
月
刊

オ
ー

プ
ン
･
フ
ォ
ー
ラ
ム

｢漢
字
文
化
の
今
｣
報
告
書

(二
〇
〇
四
年
二
月
八
日
賓
施
)

二

〇
〇
四
年
七
月
刊

公
開

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

｢唐
代
ナ
-
ツ
ジ
ベ
ー
ス
の
可

能
性

1

P
o
ssib
i-itie
s
o
f
a
K
n
o
w
-e
d
g
eb
a
se
o
f

T
a
n
g

Civilization
-
｣
報
告
書

(二
〇
〇
四
年
二
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月
二
〇
日
賓
施
)

二
〇
〇
四
年
七
月
刊

特
別
講
演
舎

｢中
国
に
お
け
る
書
物
の
博
統
｣
報
告
書

(二
〇
〇
四
年
三
月

1
0
日
章
施
)

二
〇
〇
四
年
七
月
刊

｢
二
〇
〇
四
年
度
東
ア
ジ
ア
人
文
情
報
撃
サ
マ
ー
セ
ミ

ナ
ー
報
告
書
｣
(二
〇
〇
四
年
九
月
六
日
-

1
〇
日
賓

施
)二
〇
〇
四
年

〓

月
刊

｢中

国
宗
教
文
戯
研
究
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書

(二
〇
〇
四
年

二

月

一
八
日
～
二
l
日
賓
施
)

二
〇
〇
四
年

一
二
月
刊

日
中
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｢漢
字
文
献
資
料
庫
的
新
技

術
｣
(二
〇
〇
五
年

1
月
二
二
日
章
施
)

二
〇
〇
五
年
七
月
刊

オ
ー
プ
ン
･
フ
ォ
ー
ラ
ム
｢漢
字
文
化
の
今

二

-

東
ア
ジ
ア
の
人
名

･
地
名
と
漢
字
-
｣
報
告
書

(二
〇

〇
五
年
二
月

1
三
日
賓
施
)

二
〇
〇
五
年
八
月
刊

漢
字
と
文
化

創
刊
戟

二
〇
〇
三
年

一
二
月
二
四
日
刊

漢
字
と
文
化

第
二
競

二
〇
〇
四
年
二
月
二
八
日
刊

漢
字
と
文
化

第
三
娩

二
〇
〇
四
年
六
月
三
〇
日
刊

報

漢
字
と
文
化

特
集
貌

二
〇
〇
四
年

一
一
月

一
五
日
刊

嚢

漢
字
と
文
化

第
四
競

二
〇
〇
五
年
二
月
二
八
日
刊

漢
字
と
文
化

第
五
競

二
〇
〇
五
年
六
月
三
〇
日
刊

漢
字
と
文
化

第
六
競

二
〇
〇
五
年

1
1
月
三
〇
日
刊
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